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内地研修n

氏名 ，m4・J.!'分 期間 el:先 EF~魁
't;，野 早己 111I I以ιA:"(:[w際)( 1994. 10. 1 人id?と市~Il 文献?の)tIO~によるポ

化ヤIlM!<1受 -95. 3.31 ピュ手ー ・ヒンドゥイズムの総合的
研究

~h{J..'.ì理 f !l!if，リ人"j!:~ぇ "t:1I1:，曲目~， 1995. 4. 1 r浴人治pJ とM.!の政治体制 1997 
-96. 3. 31 $1'返.il;!にri，}けてのfi必の政治総力fI}

童話1，定過11をq，心として
。[，J 11 ぷuj w修À4'lx:~?trii教11 1995. 4. 1 ~決瓦吋のtU~(tJijfft

-96. 3.31 

S. 海外との凶J;の谷町11・交換

海外の研究機関と.-WiY'文化研究所紀要4・'u!作文化，.rセンタ-;im' 1; 

の本研究所允(fの!究|J!の涜附および交僚を行っている 彼自作およびうど検先は39

川乱 199織!対に及んている。はお， Il~内については 285機関よ得附 ・ 公換をfi っ

ている。

G 学内教育参加

1.大学院教行

研究所 (協力)鶏座

、可研究所は丙つの研究科に次の泌!.f.をぷi代し.火・学院教1'fをii"っている。

研究片 時攻

人文字t会系 J，U:言文化研究

γ ジγA化研究

総{';文化 IIilI，J( X:化4午、(:

地域文化研究

村済学 現代幸子済

i1:.争政治学 政di

島崎、I'，

*7 ジア.R鉱l~とザ・

比較7";7H公文化治 ・wアジア社会文
化2・件q7ジア社会文化総 ・l吋アジア社

会文化諭

比較民自主誌

.r，;tインド作J也械主主化研究

アジア経済

学際政治学



~~常生命外ヴ: o:'t!・資源経済学 汎7ジァ経済論

大学院担当教官

.IHv.をN勺している教代は次の泊りである。

1994年度

ItJfjtH IJIl'.{ J!l吋教f!

人文科・1主 中[f1J百"I[利文午: ~Y.l ，j正・丸信

東洋史学 al{ド ・自jぬ・後丸 ・‘!と事事 ・鈴木・;];JlII

[~l国釘令 聞や， . 鈴丸 ・ \l~勢 ・ 鋒b{ . !I:11I 

同1度fi~{:向JI!!.:文ヴ 1I111. 1:付・永/1己

イスラームγ- i全般 ・鎌[ll

主体j史.'戸 小111

仏ヤ政rtr'i: 政治 1/'i 1 I • UI巾・鈴木

量子iIT乍 湾!論統済乍 ・併j舟火乍

現代事長済 繍f事

総fT:文化 比絞文学比較Ait 附，j，:

地減文化研究 総j ・悌r;.・鈴人 ・'TlfI. í設 I ~

国際関係諸 Eれ・1111

文化人頭午 4-:'ぷ ・関本 ・絵谷

Pl¥"t系 地問'''''f: 総)1

lJ2evl.命科乍 123長幸f.i斤ア l品l

1995年度

人え礼会系 11i~隆文化研究 小111

アジア文化研究 岡本 .m f・白ぬ ・ヰ噌 .~ I;.' ・ 削 ・

)LG・[1111・i二村・永.1(;・鈴木 ・絞まを・

;j;)l1I .後藤・鎌日1

rl乍政治乍 政治 ~I';f 1・111中・鈴木

統計、 pp.~争t.済'字 ・ 粁i汗史γ: IJU納

ゑ!代経済 柳n:.bd~ 
総合文化 比較文ヤ比較文化 |川本

民主敏文化研究 総)1・柳i'f・中山 ・鈴木・iミm・:J:JlII• 

i長at
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IkI際関係冶 lJ;i • FU tjc1 

x:ft人}，!((: ぷbX・悦14正・俗谷

P1!乍系 地Pll学 経1宇

ti'{:'J， t命H乍 t23E経済学 1(，主

1996年度

人x:~1 会系 1占c.':文化研究

アジγ文化研究 岡本 ・涜ド ・宮匂 ・ー!'持 ・童書同 ・[1

必己・1訪者・巾'f!・l対 ・水ノ，己・鈴木・

段谷 ・;j;Jm. 後，~. .鎌川

i1.:・7・政治乍 政治 猪"・田中 ・鈴木

tTiwit- .!J.! I 1.:*子i斤 加l納 .a玉総 ・柳ff'. :b(f事
料済!と 。日納

総作文化 lii域文化科学 ヰミ成 ・閃*' 1判~

J帥史文化líIf~ 俗)1' ・ 柳~・ ・ IIJI[[ ・ 鈴木 ・ L~tf . '[;1川 ・

後d事

l 時際n会科.~{: 応t・凶中

.f'1!乍系 j也l'l!乍 必}十

政ヴ':11.命科乍政治 .fiil;i経済'下 民{

2， ?~M~ff 

続殺を担l勺している f~n[主次のi極りである。

'

h

Z

2

 

信

m
m
m
川
f
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叫

f

ぜ

r
ψ
k

m
r
町
山
制

、J'.¥.'・鮮I;{・JL!ζ・小I! 1 .鈴木 ・鎌1II

IJ;1 

JJ;1 • fIllll・，!.:，戊 ・!対本 ・丸尾・IJlI納 ・仰向 ・|付 ・鈴，j¥・銭川

1995年度

jと...tì~H 飾!ぷ ・九l己・小111・巾']¥

川l納

IJ;( 

11111'・，!.:成・関本 ・机l納 ・柳浮 ・"111'.・1:村

料ii'iや川1

1込ザ'，';11

教:l~'ア・ ilfl



H 刊行物一覧

1. *洋文化研究Ifrfè~

知125 1m (199411' 11 JJ) 

I/ti Mi tI J JtIl以降にねける11f制!1121fFのfT;;』

%千W:文化のf点、'[.について

1~li，'f wl畿純水干11~の(な相j

竹内政治

学 総生

黛 武彦

~iliのm父開倒的放し\) その家系， 'l:dJi&.び人物像について 総同俊硲

総Jj:健コスモロジーのJ，W~1泌 氏俗分激の悦fAから

Iji 126 1m (1995 "1: 1 JJ) 

r.1.!， E地漢族行~m崎 ~~J 安Qの思怨

:，j，; f ¥:t折伊j考

ベ ナムの東南アジア地域認誠 197511:-1986年

争)meR剖nark>on Tirumal Visnu Cult in Eurl、Tamil
Religion andしilCrarlUre ''¥Iilh Spcrial Rd'crcnce 

10 the Tirumal Ode~ of the Parit<l{a/ 

初旬パンチおうー 云 1V!U~の，~辺 Ratna.travil 

DH¥'A:¥YALOKA i沢iI:摘i虫、1)

第 127HIl(1995ll'3JJ) 

r如米興顕粁』 の研究
以(111 本色 ;文学 |リi代後期の鉱山"U命

De la moderni，ation dc la 、。ciふら占 la
modemjsation d('s religicux (Le c抗 de1・Iran)

『アルーシャーフィイー白liの滋(学派)に1111・3て

，ji教ツ:をと初めて"';:，5':"1行のt>lひJぷ11'(1) 

ケーシャヴゐダースの"カウ'ィ ・ブリヤー"alk・2む2，";.: 

17 tlJ;紀インドの修w;::戸・Iトポ二党科として
ガンターラ夫術i~ 1U1のM・fiJ1;i11 とハイル ・ ，、{.-lIl tの

地(11 知久

)lIH 峻

1'1 {j I1也

H Iroshi Yamashita 

松IJ;t光rE

f:トf 勝彦

M!I!f tJ11 

!員減給f'

ちad."，¥lodJtaba 

'1 " 11 )!j 

水野辺文
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大1111石彫~lJのtt!{~，"" fl.: 

デイの経済発~と iV...ì足化

ベトナムの「宗治」

総)u芭t住教t受 1i1~" . 1，'，比約{セ(IU 

第128111}(1995 "1' 11 JI) 

IJI辺勝美

新谷正彦

*'戊 iil91

作iliの組父J.'~弘iifi吹(じ} その家系， I t:泌&.び人物~!について 総|川俊硲

『アルz シぉーフィイーωωi.(l(ヴ・派)!こI!リって
宗教学を初めてヴ:ぷfiの悦びJ i.パa(2) 

ナンブーデ fリ・バラモンのカースト改政運動を考える

後期パンチャラートラJ¥'I!JI!の1，"，1辺

9イとマシーシアにおける粁椛Jt以:1965-1990 "1' 

スカイラインi刈よりはたiヒ校研究

K131長補託統合相の統合怠』災特徴

!f~J，r，~と形ぬ~ff;i]との4':11みのわせを対象として

第 129術 (1996年2JJ)

災::~矧における lltj-'・ 1史lIíil'itl;について

t守侯乙J，tHIUf剣~;I:l~中心!こ

ft初ji益経の形成とその文体

米代社会と物語

KNittの場合

-'i ，'i-~命1(:品 n山崎)I "I'J /)i ，':かれるまで
キジルバシュのその後 17-19W*ι 

オルーミーエ地}jのアフシヤール月~I

パンチ b ラートラ ・サンヒターのll'l~~I付行

DHVA.'¥YALOKA 以it hliJ1l (2) 

司式.6中心~nt走{';'，\，; ftU怠i長特徴

形手~iø1と動ふlのtllみ合わせを対象として

治 1301111(1996"f:l J J) 

E!;iJ:デル?の地域社会 主Jí会 ~Itの(;fあい.続

ソグド美術における如何文化~i~i

獅子に采るナナ/，(NI{'後の文化交流!と的分桁

An [merpretatioll of IJoudha)'(lna-dhomulSuITo 2. 11. 26 

11 J 111 考

宮医院 干Jj江

松阪光i!

新谷 IE/~ 

人:1屯，tir 

Jt凶 fi人

神):'~ ，託子

k):'記秀ρ;

槻旺tゆみ f-

近政 I，i彩

総JJ~l 光法

l付勝彦

火花 t;( 

1'4川内久子

川辺勝美

R、utaroTwchida 



1:."，史小設とn，土史、Ir(1) r ~I羽詰4義J ， H:'{f，ItI，l.jIm~伝』を中心{こ 1: 111 旬

北側鮮における社両経済のj主総 初IUJの北朝If:こ

おけるw斉に1l!Iする法の:J;lJi.L泊料 政井続

'2，バ~ff 文化

な~7S ¥J (1995 {I' 2 月)特~“比較文化のml アジアの鋭角から"

f!l史研究における比較と関係 IJ!III裏 付it 

ギリ:/7 XI衡の11ぶ仏教美術に対する影符 へルメース~I後

と(兜政) l\!.沙門)(像の;j:J!}~抵のlt絞

IリJr.'lのなi弥1I1説描~

l'lli"における比校文化的意識の特欲

.i1t化，!-X:1リi 近代1'1同における必114文明比較の111ii舗について

IltW秋山 ・政治巾似 ・支配車fl織 Jt般のむかの

後lUJf スラム必|持としてのオスマン必II~

Wi'i允l必の地核性 その解U)Iをめざすm.よ論がJ'Q:えil}き

111辺勝x

λ111 忠

1:t.j.-1，; さえ

W~長 tl'! -

鈴木

fJ;( i下之介

ヨi76 ¥} (1996 {ド 1JJ) 特質:!. ~l! γ ジγにおける人頒学とLP史研究・

人lJi'f:と!:よ史研究 +:成道リj

WJ!とt:d.t設 [J本かるの観点

そζにある死体 'jHtJ.ltlfllf.の}j;よ・

iJ IIJ;ii基IAJ5

Ilqq人の11kmと欣史必殺

敏治よりはた23b主の殺鉱山IIQ

7N本 ・ 1([雨期.珠江テ'ルタ回目i守~，~の lid-品と rH の長n域
川.，11吋付泌の再検中fへl句りて

側11O:，代後防iの付滋f1ib.支の動態 ノ〈任Jilnの分析

1;~ ，k ~碍子
1: 111 

体~tf正w.À

持品川 u久
Mi卵l

'illi 開

iIQ ~金拠1玄

''1研究必1) 65 
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3. lW'f火化研究明研究filia;ぃ即.1叫なり

. l. (.井[11 ~?， rq qì~の口付ぷ仏J 1952 

・2.同様 J『と -qq'，JJ'j削illl'.L史研究J1954 

・3.}i!. )，'， . t.H事 J[.~' .ぶ rγ マゾン その風 Lと11-1-AJ19:'4 

'4.大林 太f.!. !~INγ ジ ~rk.除;円以肢の鋭紋*tl級J1955 
・5.fi;以令UHrllw.!~!f識の研究 I:J 1956 

• 6. I苅野 lle r'I'11iJ巧白ザ:研究J1956 

・i. 1死後~J.~n.li 111 (. i仰J1956 
'8. ilI- 波人他『館!Jt ~!jヒ.Itl! )jにおける1.1.:泌.tu:の研究J 1958 

・9. {:} t Ifl Pi; riJ q司法制J*研究刑法J1959 
. 10. U~1l 1 ~7， NJ!~iL:J，IJ 史附'tr. j'.地法 .lfXr;liJd1%0 

・ 11. 米l~; ぬIiJnrqq'，J絵11111史研究， 1961 
• 12.結城令11lIrVfI ~ゃ91!li\..LU ゆ62

・13 (.JHJl ~'t， rql[i~i:t伽J!と研究 奴涼伎奴法 ・;ぷ依トh浜松J 196~ 

・14.;長j;b i基:rJ<化心PI'乍以院議Jゆ62
・15.rr. re必 rIJiIII(.i仰の研究 {n~ロ~ 1962 

l・16. f .JHU 限 rqll罰法t;史研究 Itとも1'1"1• ，ムよ道徳J1%4 

・1i. 鎌日1，交!l~ rq '1 filIi司厳思立!史の研究」ゆ65

・18. i[ 1. 成人『γ/'Y文化史研究 ~説r.:ìJ 1965 

• 19. 栄 町i・r済州向J1966 

・20.iII: i成人!アジア文化史研究ぬ身i.:lJ1967 

・21.鈴木 敬 lリl代絵11II1史研究漸派..1968 

・22.rr- re~J.! r民tJl(.i仰の研究ぬ娘QJゆ69
l・23. '111U T tk r家鉄の鴻.iti社会人減γ:的分析J1970 

・24.rr 徳山『抑制の刊loと1.1OllJ 1971 
・25. 11野 i1i If ..でで;允阪の11.t::! ~長/".; 19i2 

'26， :"¥akamura Kqリ1r0. Ghazail on PraJ~. 1973 

'27. rr 総込! 1"1， J iq，制のl~1I行と{パ仰J 1974 

• 28. 銭rnI支Ui，r〉i:街ZI--y:の!L1怠!史的ωf究J1975 

ー29.総)1 治 mインド 1:l ~7:物価絡の史的研究 1861-1<)21 "I.J 1977 

サO.ifi. 4公i1trイン ν犯におけるイスラムや帥1 3宗教材j'~~と支配幹，:})J 

1977 



" 31.池III 溢 rtl J[吋 ....fO~t!i研究慢観 ・ 録文J 1979 

・32. III!中 一波『中i詞然記fJIi劇研究J1981 

.33.総J.t .ì(!!Sそ r.!..Ii!;(大学~m文化研究所ß:lflH文7 刷版口J1983 

・34.IIJflll 成， rlIll~の;ji肢と泌J~J {(~1~1ネ篠社会における去を配制l級 ・ 儀礼

及びちJi劇iの 1111~1f持iD:: 198:; 

・35. 鎌111 茂雄‘中[14の仏教儀礼 1986

・36. 怯)1 透「イギリス文配とインド n~

19 Ilt紀前、r~t インド!との・問先J 1987 

・37.鎌111 茂雄『続経仏教火作説J1988 

・38. J桁波義r.;r末代iLI干1ft;，守!との研究J1988 
・39. Ill{中 '成『中I吋nH然記研究地)j劇の環境J1989 

・40.涜ド l武ぶ r司11司近代総涜!.J.!研究 m~ミ海I~財政と開港以djJ劫l剖J 1989 

+ 1. l.トI勝彦'インド，Ii拠品Iil却j吟における史的経験

AbnillavaguPlaのrasalJ命J 1990 

42. ':;，~(l 怖!と?・初鮮 IJ1!!.J.'J (γW~~l~との研究j 1991 

43.柳滞 悠町村インド社会tfifi~と li)fJ'é

下回iえの~11"化 Lr.~付社会の変容J 1991 

-l4_ ¥1剖，ulaniT05hio 00.. rtU Ao，h koshok 
Tht Exca皿tぬ悶 atTtll '¥0. II.. 1991 

n. 111111 ..:t1Il rァヅ 7Qlf免!必の比+史研究~ 1992 

・46 鈴h{邦夫金1"道教コ研究 l可阪と.tJH・}鶴~ 1992 

"+7. Tomo叫 giTakashi. &minisunm oJ Old 8angkok: 

Memory and the ldentiJication oJ a Chongillg Sacおり， 1993 

・48. 111('1' ・成 『【II[同期系fJIi劇研究_1993 

49. lJ;i i下之介，.5~Ü*J 7 ;;-n自!刊の粁IJ守党l.l!i
問先t鋭的政1車体系と社会の反応.J199+ 

50.岡本 さえrt.'lft.!よぜ?の研究J19'め

4. *作文化研究所藍fiJ(. (lJ 1;1 ((!肘)

" 1.鎖111 茂雄『権般小研究m1 !tlJJ(J 1983 
2.泌JI: t''i o'J純 fタ『ク ・イ・プスターン皿 1fillll以I~J皮J 1983 

1・3.i草ElI 茂雄『神~1!l5内恥t:(.<f.i h 1，l)&J 19以

市研究活動 67 
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4. Nak副首 Chieed.‘ Social ScienCt and Asia， 1984 

._ 5.鯵f'li .NI犬糾 n制型 1:込ut.t"1984 
*6. 鎌矧 茂総 f滋磁|勾仏教!ぷ忽!資料~成J 1986 

7. IIrIl1 で郎総 rq':lilタイ稲作段付の経済変公J1986 

・8. 鯵hl 邦ん縦 『儀総上将骨fi」

• 9. Seki Hi roharu， Tht As回-Pacificin th. Clobal 7初出sfonnation，1987 

・ 10. 鋒l忍 J~I犬縦 r' l '同道教の現状道l: . .il1協 ・道観J1990 

• 11.池III ill縦 frl '1 1<I，li代HA-:識J再~録J 1990 

• 12. Tornosugi Tak剖hi. Rethinkinng th. Substanti~ B伺 no"!)'in 

Soulheasl Asia. 1991 

， 13. 絵)L

14. }JIl納

. 1;. 、下線

16.鈴鹿

17. ~)][[J 

18. 、|主勢

道!1t.編 fQJH文γ:.{~fね;;r，d 1993 

作i込縦r'i， t市ジャワ山村の経済~1年 チョマ Jレmlの85'rドJ1994 
1沌郎 f新縦!と.lt.:!-I.w~年1k. 中閥市代紀wの研究f子;;t:J1995 
.Nljて 『中国のJli教その活動とiD鋭のg!状~ 1995 

Jffシャ Jレダン fイスファハーン誌』研究 17 Llt紀イスラム|剖

Illldiの1'11'象J1996 

l経由I1rrjJ凶 z片f~紀年の研究天文とl涯の検討から~ 1996 

5. イラク ・イラン治跡調子正附線作

『テル・サラサート IJ-1958， rlliJnJ '1970. rr6JmJ 1975. rJ6Jrv... 1981 
rマルヴ ・ダシュト IJ勺962.r同目』勺962，~fi，1 I1l J 1973 

r77ハリアン JJ'1963

r西アジアの人数学的併究 IJ • 1963，了間nJ・1968
fデーラマン I~・ 1965， flciJ Il ~ . 1966. CJrij III J汁 968，rltilN ~ 1971 

fターク ・イ・プスターン IJ・1969，ffiij n J・1972，"rcijlll ~ 1983， fIo.i]IV.. 1984 

fハリメジャン 1J 1980， fluJ rr J 1982 

6. インド史跡調炎i寸l報告

『デリーzデリー必E朝時代のm遊物の研究』沼 1.迭追跡総U録 ・1967，
第日巻 ;.tm築 ~ 1969. !彩1111..% 水平IJ胞設 '1970



7. !必アジア ~~H門夫術研究分野純it，

r'I'(I~絵凶i総f'ìl叉!録』第・{; アメ リカ ・カナタ第 .1982， m :どさ 必1句アジ
7・l3-U，パ?'.i・198:2，第:{; 11 Jj，;，C，j I I'，'j 

物館・ 1983，第四巻 日本.r.:in .'，院 ・例人

. 1983， m li，& 総会'51・1983

8. U 川 l録

『泌氏人ヴ:点作文化研究ヂ淡路分以11録J'・19i3

『以i;U，ヴ':!U作文化研究婦淡llt分制IIU ';'H~ 人名主役~(・ . 1975 

r見!J;(λ;γ:U!iY:文化研究所t支給分Ut(I$_，AJ "!il淑.1981. 汁996

9. その他

rγゾアの社会と文{t.' (lIJ "l 40 f.'，川'Jl己0:.¥'ii!l.! 全ミを ・198:2
nJlïr，文化研究掃の 50 句~J (lIJ if. 50 1，'，111:，;己:合ぷ.: 1991 

『γジ7の文化と社会JtilJ :r 50 1:;111;，記念i命保 全:を '1992

市研究活動 ，69 



I 執;rq千九-A文写総数受賞

.t.:研1主婦の教r，が 199-1・93il'f1lに'5r.liしたJ53・論文:;;の点主主:ま次の必りであ
る。

r.-v: 36冊.諭)(1N..j正.その他 151点、

本研究明の教1.fの文化財tt・文化功労11:.午士院11:の各受賞{iC!次の.iI!lりである

文化勲im il卜波Jミ 1991 W 

文化J:J)ヴ')11込山内郎(fjj:) 19761ド

iU: i度jと 196311: 

111本述郎(併〉 1966 {ド

Ill!I'f 市任 1993 ~ド

中担当 下妓 1993句

ヤ 1:1尖rt I :Jf:m 険 1934年

T!f 凶'1: ゆ42W. 

1114>-述I"!I)(併} 1952 !F 

""1 ii基お之 1956 {j' 

福島 IE犬 1963 fド

銭fH 茂雄 1976年

h世t 俗雄 1976 ir: 
池rn ta 1983 !]: 

鈴木 敬 1965 {l・

IlHrlJ一成 1993 !f 

70 



IX所員の活動

汎アジア部門

IJ;( i芋之介 tよらょうのすけ

略歴

ゆ44.2'1:0 1967 *人 ・ J~ ・ I~終'i<. 1969 1，，1六大学院段'下 ・l災科 ・修 b課程修

r. 1972ILi!r.? L，.gf'i.1il乍ν1976位乍向上(京大入 19i21f'*文句fWJT'. その問
1975年から 1977Wまで同際.i!l!合アジアム;、竹下鮮'I/i後合委.1会(バンコク)に派

遣. 1978吋際1~11eセンター研究U CJI''ÏrÎ・~J). 11[大口学部1)1・n・勤講師.19i9 j英文
研助教授. 1988 I"J数段。

研究活動の慢嬰

JlMof詰経済ρドがその機能と情造とをときあかしている市場時抗に|対して!1!に地波

研究の視点からそのJll'諭の鉱張をはかるとfllJU与に.地域研究が11;fieあてている

アジ 7~j也の似性ある任会鴎造:こ対応して ，Ii制経済の展開民地戚tl:がみられるこ

とを比絞d命保jに解明する研究を続けている。

過去の主要量産繍 (1994.3まで)

『クリフ渇ード ・下アツの経済'7; リブロポート 1985 

rJ.lu詞アジ rからの知的11倹JCJL-lr) IJプロポート 1986 
rfl'$タイ侃{'I'O村の経済変容J(火花)*文句f12刊 1986 

アジア経済論の術凶』リブロポート 1992 

?'_w:南アジア初l同の経済発以』京文句f鈍1:'; 1994 

過去 2年間の研究集繍

r地技研究と幸子t斤Y』市JJi銀波研究「総{';(Y.J地域研究J，戊来線(!J117シリ ーズ
'>0.6 1995 

a経済LIrIl 1:義ルールのま青たなる倒伏iを求めて. 事長済社会生態}J~'lの偶築にむ

rx吋itlの活動 71 
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りてJilil.i，領域研究総(';的地峨「究報告ゆ9:)

『復活する貯!どとしてのγジ f・7イナミズム_)."Tf tll~ 1995 

'開発経済なれ放，':1，1; 1995 
教育活動

3↓uit大学大乍院J::!γサ1:命fl'γ研究料 (1994・9SWI.立)， J.!u;iメ.:.'"'1:_)ぐ下院総合文

化研究科 (1994・9月"j:'ω.拠点火"f:J;!?:¥11 (1994・95"1'度)， 点以外I.KJ，，1¥大学
外!時~~v(.:tm (1995 if.l.え).大阪市、y人γ:人ヴ・院経済乍研究科(1995 11"立)

学外活動

7 ジア政絞学会(f'1!‘10. 日本:C:I~ff済浮会.α林tbfU12総fY研究虜w門委!l

れ990.4以降)， λ;磁i1Ui政金融研究所特耳IllIf1CI{い995.4以防). 1!<1際開発セ

ンター研究頓!日!の985.4以降)

的II本い町ぐちたかし

略lf.l

1944. 1 '1=.0 1966点火'lxA・牧i'i.<j<， 1968京大大佐抗争t会乍 ・l時際関係論 ・修

・ぷF.!ftr， 1969 1: s'火，til)J T. 1970 <'サチューセ '/ 1:大政治乍i部大宇院i噂
1:誤伊入学. 19741 .. 1修r. i't?~.g 1: (Ph.D. ¥ ('7ザチ s ーセッツ1.λ~)。阿年

1:干?大外国語学総助教j受. 1977!UX:研助教授. lul年スイス1I1'!I.i. 1978 MI試

1983 Tメリカ1115長. 1984刈1.!4， 1984文献センターWJ.rd受総務(1986まで).

1988京文研教綬。 19931!<1.i!1!大学，1k任研究日. 1995.41 同.iill大予1.級1，\Il"f:~。

研究活動の侵萎

過去30~ド，京アジアの1 i<J際政治の.flP.論と~託をqJ心!こしてω17Eを証~めて米た。

"1てむ次の 4 例のl:Uúは I ~'~たものである. (1) !uアヅアの[iヰ際政治の分野で.

n叫際政治の数紙分析:jヒJ;(・'I!.tf<.モスクワ， 1961 {f:-J966{I'J 縦けj"i'~ 1970， 

(2J 1I4>:の同際関係の分野で.n品l際政治経涜の!~関J (j弘!I持I1982. (3) IJ).，:政

治勺分野で. rn~人の巡)~行動J ~人111販会 1986. (4)政治P.I'~命の分野で.

r社会制学入門中央公論~I: 1985. はどを出版』た。 1:記のお('1田の{也にも線放の

翁文~Hノド65 ・ 95Lf;でm、ている。社会科'1:研究の引 J1J:，t♂，; 1 として~~も~r1r.l(のあ

るSoc悶1S，口初出 CIlalio/lIndtx I・iletAされているように. 以多くのものが|同際学

術研究，!?・研究ぬ)(の'11でJ版終にづIJIIされている。

過去の主要望E繍 (1994.3まで〕

The PolitiC41 &onomy 0/ Japan. Stanfordじniven.ilYPr"". Stanford. 19関.



Japan 's InlemaJional Relatiol目、 PinterPllb1時hers，1心ndon，1991. 

Uniled S削出仇μnRelations and Intemationa/ Relations after 1M Cold War， Uni-

versity of Ca1ifornia. San Diego， 1995. 

r現代政治学;陸、!}J *ぶ大学tlll版会(全20y.!l予定(既刊 18巻)の.w壬企l両編
~) 1988-

rシリーズ-*アジアのl司家と社会』東以人・学出版会 (令6Y.b't任企 IÙ~編集)

1992-1993 

過去2年間の研究集績

“The Rise and Fall of Reformist Governments: Hosokawa and Hata， 1993 

1994:・AsianJoumal of Political Science 2-2司 1994.

“']ap白1and Pacific Asia: ReneclIons on the Fiftieth Anniversary of lhc End 

。fWorld War D ，" The Japan Foundation ^同slelter22 -5， 1995. 
rutw変動の見)jJi.沈降.!JIA1994 
"Dia1eclics of World Order: A View from Pacific Asia，" in Hans-Henrik Holm 

and George Sorenxen. eds.. WHOSE WORLD ORDER? Uneven Globalization 

and Ihe End of the Cold WaT， WcslVicw Press. 1995 

いJap加'$ C n iled l¥: ations and Ot her Peace-keeping Opera tions，、，Inl.;刷抑制

J側問。I2. 1995_ 

“Security and Political Interests Pro-and Ami-Pro1ifcration in Northeast 

Asia，'・ inAndreνlack‘ed.. NucleaγPolicies in Northeast Asia. Ul¥roIR 

Uniled Slates-Japan Relations and Intematio凶 lb志stitutions:After the αld War， co-

editof. Graduate School of International Relations and Pacific Studie>， Uni-

ve悶ilyof Ca1iforn旧.San Diego， 1995 

"Distam Neighbo時? J apan and Asia." Current f1islo汐・ 11 Nov. 1995‘ Vol. 94 

:¥0.595. 他23.'気

教育活動

~Ü長大乍人ヴ;1淀法学政治ヤ:研究科(1995 年度)

象外活動

11 本政治学会(要望・J~). 日本I吋際政治学会(JlJ!・10. uみ:~)~γ:会(.I!I!・J~). 現

代U本政治研究会(I!l!'jJ.縦集委日)， American Political Science Association. 

Imernationa1 St udies A時ocialion.Imernationa1 Po1ilical Sc:ience Association. 

雑誌料集安只:rレウ'7ィアサンJ，lnlcmational Sludies Quarter1y， Mershan Re-
view of rmerna~iona1 Sludies、Governmentand Opposition， ]ourna1 of ConniCI 

Reso1ution. 

IX所l!の活動 73 
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!日'11 明彦 たむかあ占ひ乙

略歴

1954.8位。1977 *人;・教後 ・教袋"f.， IriJ1f京大人;守:院社会学 ・l司際関係ぬ・

修 1:諜科入ヴ¥向W"<サチューセッツじ大政治乍部大学院r}l1:話~符入学， 1981 

悶修了， Ph.D. (政治γ':)(マサチューセ yツ1:人:)，同年*大人ご学院修(;ぷsn退
学。同年、ド手LI・安全i以降研究所研究日， 1983京大教:lI学311Jl}J下， 1984京大教長

苧郎助教綬， 1990 Jぷ文研助教授。

研究活動の概要

*ーの研究活動は，世界システムについての則論的 ・ ~説的研究である。 (1t界

システムの研究の慨念枠組みについての研究，さまざまなi廿界システムの分綴に

ついての研究を開始した。現段階の(It界システムをどう肥射するかについては

『新しい「中(IUの 1996年刊行を予定している。第2の研究活動は， 114際政治

の数M的分ffrであるが.総苅!大山その他の国会における秘説データのデータベー

スを作成するとともに，そのような政治テキストのコンピュータ分析システムの

側発に取り総んでいる。2む3の研究活動{;t， ~↓iアジア同際政治の現状分析である

が， 1996 flol1 1に 1I本の2足令ílf';~事政策の皮肉を論じた r'li;全保I.~J の刊行を?ど

している。

過去の主要鍍繍 (1994.3まで)

「中両の114際紛争行動のマクロ ・ モデル 1950-1978~ rアジ 7研究J 29-1 

1982 

rr教科♂問題』をめぐる中闘の政策決定J1湖郎述昧紛れIj倒外交一一政策決定
の術進JFI本国際問題研究所 1983 

『限界システムJ東京大片手出版会 1989 

rR中関係 1945-1990.1点点大学i仰阪会 1991 
r戦争と同際システムJ(，IJ本占33!とJE編者)~巨京大学III阪会 1992 

過去2年閉め研究業績

“Two Faces of EaSI A訟ianSecurity and Japan's Policy:' in Geritt Gong， 

ed.， KOTtan Ptninsltla 7加 dsand U. S.ゴαμn・Sl)ulhKwea RelalIl)ns， Wa~hing. 

ton， D. C.: Thc Center for Strategic and [nternational Studies， 1994. 

・‘Rhctoricsand LimitaLIons of japan's )iew Tnternationalism:' Bulltlin 01 Ihe 

Japu.nese Sludies Ass町iotionoJ A凶 trol回 141， 1994 

rr綴#'r・混乱 ・相互依{f.J 三つのシナリオJr ~ f1JアステイオンJ:'¥0.33 
(1994年以) (災文i沢{ム・.Hegemony， Chao" Tn開rdependence: Three 



Scenarios for China句.. jatan Echo 2ト3，1994. 

「第 2 次 11t界大戦後のアジアと戦守リ平野健一郎副~ r講峨現代アジア 4 地級
システムと[吋際関係』点以火予出版会 1994 

吋 heDomestic Context: Japanese Politics and U.:-I. Peacekeeping，" in Selig S. 

Harrison and M部品hi日shihara，eds.. UN Peacekeeping: jatanese and American 

Perspectives，、'Vashington、DC;Carnegie Endowmem for Imernational Peace， 
1995. (日本語訳は， r国述、下干日f.Ii.f91とUノドJI河原IE. セリグ .s・ハリソン
絢 『凶.i!l!PKOとrI米安保 新しい臼米協)Jのあり}JJ鋭紀冷房 1995) 

“じN Peace Operations and Japan-US Rel剖 ions，"Peter GourevIlch、Takashi

Ino肝chiand Courtney Purrington， eds.. United Slates-jatan Relations and Inter. 

nationallnstitutions: After the Cold WaT， The Graduate School of International 

Relations and Pacific Studies司 Universil)'of California、SanDiego. 1995. 

"The Asia.Pacific Region and Russia:、in Robert D. Blackwill， Rodric 

Braitl、waiteand Akihiko Tanaka， ElIgaging Russia‘?、~ew York， Paris. and 
Tokyo: The Trilaleral Commi剖ion，1995 

「マクロw.史思議の"J能性」徳iill車裕行先'1:81旨記念、論文m~~委口会編 r201崎

紀アジアの間際関係 lV I JiI際システムのPl!.i命と実態』 原 ， 1~lJ} 1995. 

教育活動

J;!üli:大乍大学院法ヤ:政治乍研究科 (1994 ・ 95 年度)，点J;~ノミヴ:大学院総作文化

研究科 (1994・95年度)，東京大乍教益学部教設学科 (1994・95tl~皮〉

学外活動

[1 本凶際政治乍会(対外交流委民)，アジア政経学会，凶際法学会， II本政治

学会 ("1:報編集.委日)，日中関係史学会(JlIl'J:i)， Imernational Studies Associa-

tion，通Ifij館業行政業構造家ぷ会臨時委日 (1995.10-1996.10)，l吋際連合大?

のitF研究所j長任教綬 (1996.2--1996.12)

Ijji川 ~Þ!IS Itらだしろう (1996.4採用)

略使

1967.10位。1990*大 ・ 教1l ' 教f~>i"， 1日JiTユ-*火大学院総合文化・凶際関係冶・

修1:謀犯人ザ':， 1992同修{，同年同博1:ぷ促進ザ:， 1994日本学術振興会特別研

究日. 1996 [i:i]採用期rm満了， I司年以火大ヴ:院~.9-上謀総退つ1:。 iuliドJ.Ux研助手。

研究活動の続型車

lX漏れの活動 75 
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私の研究活動の Eたる閃心(j，研究対象としての戦争と.研究f;i去としてのほ

ftt分析にある。勺初!ま.近代t1tWシステムにおける1I守~I:a戦争の数日データ ・ セ γ

トを祭儀しこれに紙社処l'l!を絡すことで.それらが今体として'J，す資をfWiL. 

また))の分mfJ骨造と II!W粁消の l"jl(LÎ というゾステム ・ レベルの泣:1刈と ~~'(IのUW1.. 

k.きさとの関係を旬lらかにした， .ijl(1ーは，対象としての戦争については， その

終鮎態織に~"寸る線今な吹|刈を11)Jらかにするべく ， J.jÚ下で'~免し f 戦後の武)j

紛'(Iのケース ・スタディとヂ-$' I.tb'i・分析を進めている。まに. fl1、としての

政r.t分析のI封で !1. 九~説など政治ウキストの内手五分行シスチム航鳴のJtllIJ研究を

i f Jている。

過去の主要実績

近代II!界システムにおける戦争とその統計的記述 1495!ドから 1989ll~ まで

rttt界システムレベルの戦争+111苅附子 ))の分術情it と IIt ~m抗の状懲.11114三

Ji17・旧小lリIr'主制 Pi1Jt'{'と1jil際システムJ!反応大γ;r Il版会 1992

rJ1twシステムレベルの戦争相|則i刈rlr有11期社会科ρ九 2・3 1992 
学外，苦動

( [..j.:[1ij際政治乍会. IE!際iJtl{:会. [ [本政治ヤ:会

松)!・ 健まつい二け

略歴

1949.6'主 1972kλ:• 1'1[小. 19Hs，九六大'下院m・lVJ物 ・修 l;川'，'Ir'''J'. 1976 
s;{人;大学院J'lJ!・動物 ・仰 1:，深Njil午:， 1980 .e~'{:博 1 (成人:) 1976，;¥人人文科ワ:

研究所助手. 1983 ~I'，ド下院大教iを泌助教綬， 1990事1'1ドγ紋人人火J宇部助教綬.

1991 ['iJ教綬. 1992 lI!文研助教侵. 199~ I，;J教授。

研究活11の飯婆

11¥文化を1'M解し必必するための1'1!論 1:の筑間通念 1:として~滋人:m'(:とその

具体的なえi法の批判的倹ねから町!らかにしようと試みてきた.物P.I!約'.1:.物的n然
が，どのように概念化され命名分泌されるかを解析することを砲して.そのなか

に生活する人ひとの1'1然!"~'I!ì'itを犯似し主うという俗1:liJ:&:í-Lから. 1(1行分'!Ji'¥'-'エス

ノ ・ サイエンスを実際に復111 して，その特i止と問地ú~mM してさた。 I"IU与に.

，;iUi'Il人主虫学かJul;1.の，!t=，IJ'から1frt.tを'1'心的なli)f究 1:のTがかりとしてきたのに
あIして，むしろディスコー λをl[¥ðI.することによって.その?:?ねを rr~へから社会

的えよ*象にまで鉱人する下副院を4・i;した@文化記述のJiit. l:~. そのl佳史的



背J;~については.人鋭ヤや地JtIJ.'{:の既{iのJll!詩作よりも広い厳守!のむとに批判的

倹討を行っていくことを沈思としたt、
JII!~((.J)jtt~命的研究とならんで.内f対γ ジア地壊の乾燥I也:;?の記述研究にも頂

点をとおいてきた。 1978Wの 77 ガニスタンの遊牧民~1i以米. 1985. 87. 89. 94. 

95 {I'にわたって，ノマキスタン(パルーチスターン)とインド(I~ 1~11 (ラージぉス

7ーン)の砂淡地，Z?の午前について.Wix;~;的研究をおこなってきた。そのなか

でi!1i牧という生活様式の特目白川1村γジγの社会状況のなかで'11hli-Uし定作L¥Jl

会手む悦野にいれつつ災r1~~I'll\.Jl白川代前後の'[:.l:経済機造と J也域政治虫のかかわ

りを~祭してきた。ここから. 1'4Hjアジアの砂浜文化と平ぶことができるよう与

将白をhlllliして，それを記J立するための11.本的なパラダイムを照ることを以砲と

している。

過去の玄要実績 (1994.3まで)

『ハ::，，-ユトゥン遊牧民の牧舌i'!=i，r，. .ltl-liアフカ'ニスタンにおけるド。ラニ系 I~

シュトゥン族謝1f.鰍ftJ』3kmJJF人文仲下:研究所 1980 

rn然泌ぷの人級学』どうぶつH 1983 
rJf，tl4<のニュー ・エスノグラフィー』人えで;院 1989 

『セミ ・ドメスティケイシ臼ン 政mと遊牧の起源再)t，'..泌取れ: 1989 
n:u浪人絹学冷致J 昭和令~(l1I版 1991 

過去2年間の研究実績

インド.lt両辺境のくサガ>J rJJ 1111'iHJ 384 1ω4 

'コスモロジーの額明治 l((おうHttの観点からJ，.京文研紀~1 125 1994 

rl\~~の現代的課泌(→) - (ミ)， r民主主J504-506 1994-1995 
分泌 tJt:n1t物の文化地FI!'予 オードリクールl呼検Jr同ILII正!と1({行1'.']物館研
究すlWd61 1995 

イスラームとf1?-!¥環犠d 竹ド政手(両抗)f!l時限イスラームIltYH イスラー

ムの!とS、.JS ~Jl1iSJ 悠思社 1995

~~姐x.化と Lてのl(必J 式滋降.印1 (m~D rmlまの文化:1U刻版)J係um
1995 

インタスかI流域の羽目思:社会における的外性関係の『偽造JJrじPJ275 1995 

fイスラーム文化の磁のナツメヤ γの納J1114>:紀犬 .，'jUl!長的j(拘4抗)f ittlづく

りの民放，iU八.IJ..i.%J 1995 

{臨3.I，I，~ 

教育，舌動

i，l!J;l人ヴ:)¥.学院理学研究科 (1994・95{I二位).!.lu誌大学大a下院総合文化研究科

IλI lの活動 7i 
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(1994・951f.度)

学外活動

[J本~伎学会 (rニュースレタ 文化人領学』知~~W， 11本人;01l!flWj!:会，

l崎、立民族学問物館研究協)J r. . J l!l1j研究員.沖縄同際大 7・I~j 1;!J:.<: ftωf究所持glj研

1.: 11. I r~ {Lij貴史民俗I'.~物針。UU"jωf1.:Ll

~~文 道ヲj すえ以内;.}t.~. .t 

略歴

1938.3生。ゆ62*}-:・教ft・教frネ.196-¥ ~長六大 F院生物 ・ 人羽乍 ・ 修 1:課

rl修 r. 1ゆ97刈0;点u大〈ノ火〈?乍:臥院;汁川fれl会γ. 文化人主鳩員，字 . t>勺9I 脇ぷ疋.!~;程E2ti巡JY宇'{:， I川ujIJド"ヴ乍'f:{1併術4向I品仮品9興唱会
焚励研究口 (ο19引72まで). 1凶97η1f判|ト台会会，判'惇9j上;(J点i坂4人大:)λ化 lω97η2 

山品識h可~r.附f幅~. 197:'いl助教佼. 19831，ol救綬. 1990*文研教彼。1987.Jt以外lï~JIγr;院 11 本

'学研究中心寄付救綬. 1989ピ yツハーグλ;乍ち:U殺俊。

研究活動の療要

京アジア社会の ，ぷ紘:. fIl~~. 十Ji裕. {ド除者自絞~~~教を !'t:!テー?とし比較研

究してきた。fIぶでiふ iLlニIciJ依.W鈴僚尽などのテー?で允ぶした。台湾原住

民については. 1966 If以米パイワンbX.プュマ族， 7ミ族.サイシヤ Jト肱に

ついての人'i'字的測のをiiってきた。台湾漢族については. 197611'111郎R;iil!;jJ 

t弘 1985年からは北部存;)0(口付の1J.1t'tを行っている。紛1!iIでL1.iI.i illl i.((t付で

1979年より 1~T'JllHl:み込み，J.'Ji't した。 11 1同大陸では'~)f. の JJ;[郷て、あるI1;JUí'î悔

机の調ftを行った。ベトサムで(j:. 1992 ~rミより 81"1 にわたり，~~1'tをir...，てきた

が，それぞれJ!I. ~. 11と部分的にJU温性を釘しており，さわめて興味深L、。こ

うした調炎をふまえ.今後その.4E'fFjarl-をiliぅ予定である。

過去の主要鍵織 (1994.3まで)

f台湾アミ歓の社会組織と変化』点ふ大学ili販会 1982 

."Tr，n..: (共，lD弘文句 1~)84 

渇去 2年閣の研究集織

.餓ヶ wJr~J q.(f榊|会同~ (九:r，)鈎ヶ島市 199~ 

r中l刊文化人~i"(')(tft.l.~/(!I.íi.1 (制)点以Acy:出版会 1995 

Ptr~戸'ctillt's on ChiTlt$t Socieり:Vi削 f10mJatan (Ed，. wilh J .S. Eade， & C. 

Daniels). 1995 

東洋文化特!ti : *γ ジ γ における人xti学と}f~史研究J 76 cm r，') 1996 



「ベトナムの家活Jn.!!文研紀要J127 1995 

fj容儀と鈎l~事J ..アジア読本 中同JM:J.1，'Fi.芳新社 1995

「人類学と歴史Jr巣j手文化特集:点アジアにおける入額ヤと僚史研究J76 
1996 

「ベトナムの叩についての党えJFきjぷ成.is児編'人鎖乍から見たベトナム社

会の)t!;礎的研究』科学研究tlJ報告，tf 1996 
教育活動

東京大ヤ:教~乍部教Ü'''y:科 (1994 ・ 95 1:1~度).見i.J友人;学大学院総合文化研究科

(1994・95年度〉

学外活動

11本民族学会〈即 JJ~，編集制当). FI本字術会議東洋乍研究i!l!絡委員，東京外

|司語大学AAIiJf共同研究員 (1994・95年度上目立民族学怖物館共同研究μ

(1994・95年度)

関本 !Rl犬せz<bとてるお

筒底

1947. 1生。 1972~反大 ・ 教後 ・ 教授"ì<・. 1974)泉大大乍院社会学 ・文化人綴'学 ・

修 bUH'í1修正社会学修十。 1976l~v.民族学防物館WJ手， 1981-縮大社会'γ部

'-'J.任講師， 1983同助教綬. 1986点火研助教綬併任. 1987 *文研助教授. 1991同

教授。

研突活動の哲E要

。正門{ま文化入額'ア:・WI将アジア地域研究。主な研究地域はイントネシア，マレー

シア。点l将アジ7の近現代における文化の勇IJm1.文化の政治的旅絡を研究。これ

までの主要研究テーマ(;1.. ( 1)インドネシア新体制ドにおける中部1ジャワ能付の

政治経済を.権威の締造， ヒエラルキー秩序，文化をめぐる政治にill点をおいて

研究。 (2)前総民地J羽東耐アジアのヒ伶と.その近現代における変谷。 (3)マレー

シアとスリナムのジャワ人移民社会の研究。現:(Eは，ジャワ ・バティックf!1::Rの

社会史 ・民族法a靖子tを通じ，近代l吋民国家形成過程での伝統の生成，国民文化 -

IiIldl大衆文化との相I'T作間について研究rjJo

過去の主要望E綴 (1994.3まで)

「サウィト 'F件の文化必的巧喜美」鈴木'I'JF縦rT-"f l:同的民衆.ì~IB11Jの研究J* 
京大学出版会 1982 

JX所Uの活動 79 



80 

-*1対アグア的J:.fq'，;の術進 1)1磯 ・ l刻み; ・ 期)!:li.術『現代の n会人級学』気~3 どき

UU友人:"f:111版会 1987 

「二.fi'関係車 y 卜ワーク必|ヰ)6-_ W:尚アジ7の恒例J"q JI.!iJ- 礼会と文化J6 

1991 

fシャワ人のヒエラルキーとL'lIJ1 -村人の集いの三つの形Jr点文研紀~.. 116 

1992 

過去2年聞の研究業績

:li司iえ文化が生れるH寺 アジア 'A、利下の現代とその伝統J(J毛無iJE〉リプロ

ポート 1994 

「スリナムのジャワ人~ r文明の地域性J(ifu~，~領域研究 f総合的地減研究」成

~報?号，1}シザーズ: :-'<0.3) 1994 

"Pioneer Selt1crs and Slale Control: A Javane.e :¥1ig悶m Communit)' in 

Selangor， Malaysia:' rJU尚アジ7研究 322， 1994. 

社会」終結tfI.dt.・イヲ)1・米雄編 fもっと匁1りたいインドネシア 第2版J弘文

'~.;t 1995 

「インドネ γアのドうえもんとぐ民版文化 づ 「氏陣II!I信J68 1995 

「日本の人知学と[14:史学Jn持姥円本通oJ!jJIJどさ l 欧史怠識の与UEJ!ii皮，J}jお

1995 

Pインドネシ 7近代のパティック陀業の 'J~例 文化の rlllhj像の生成~ r総合的

地級研究..10 1995 

"Uniform.加 dConcrele Walls: Dressing the Village under th" ;>¥e、、 Or-

dcr刊 inHenk Schulte Nordholt. ed.. Oulw町dAttearances: D悶 singStatr 

ana Socieり inlnaon町向、 KITLV.{近刊)

他6J点

教育活動

泌氏.k，'子大・下院総合文化研究科 (1994・95年度).3bjLAf宗教jS:":幹部(1994・

95年度).筑彼大学大ヤ:院地域研究科 (1994'r(:j立)

管外活動

日本民族'字会 (flJl'ji)， *1対アジア史学会. A品ocialionfor A.ian Swdies， 

japan-Soulhea51 Asia Forum (Chair)， Social Scicnce Rcscarch Counci1. Ne\~ 

York (Commitlee i¥lember)， 1 崎、主上正朕ヤ:博物館J~llÍj liJf究H



問ノド サエ おかむとさえ

略歴

1941. 3生。 1964京大 ・教徒学部卒. 1966点火大乍続人文 ・比較文化 ・修上.

1969パリ大学人文学部時 1:(Docteur de 1・universitede Paris). 1969京大教授

乍部.l!if]¥ 1971 W>c liJf助手. 1977 T!語大教益部助教綬， 1990 *i'(~戸文猷センター

教授. J花火;研教十$'lJ証fjj. 1991 J桁γ[:文献センター主任J責務。

研究活動の緩要

'1'いlのliij近代 (11本の江戸時代にあたる時代)におけるもののJ!)j，考え方を，

比絞思怨の彼点から探り， 1)泊代然乃 2)中西文化交流 に焦点を絞って研究

を進めている。 1)近代の孜明けにあたる一八世紀後、ドに巾国でほ!殺しい「文'(:

獄Jと「然，IfJが行われた。完全rのモチー 7. ぉ:者・の思考1 lJ1物のぷ似1.*アジ
アや"1同の社会にうえた影符を， rh7ttfItj}の研究』として出版。 2)中国とヨー
ロッパの文化接触が州文化槻の比較思J位、にいかなる足跡を銭したかを，論文 中

卒における比較文化的:c!:識の特徴」等に発ぶした。東洋JR文献センターにおける

研究活動としては，学内外の協ノ'J'を得て「現代'I'f玉|Jfデータベース」を作成。 96

年中に活字本刊行予定。

過去の主要集積 (1994.3まで)

「中何人の比較思想、-(Uif!EIl'y)の対話からJr京文研紀愛~J 117 1992 

「徐光枠と炎V¥JrY~文化を生きた人たち E 巾央公論社 1993 

「刊rtわJ[図亙とヨ一ロ yγ〆パ〈リJr地以システムJ~点i反i五泉4人
irサiわt市F問4比絞文化tが的ド均j特色Jrr巾|ド1尉H典a籍興文{化tυJf抗c品厳革占E綴高出山l版坂;社1: 1凶99幻3 
「乾際主主，守(ー)(....) 主将たちのフロフィルJr*文研紀要J115・124 1991・
1994 

過去 2年間の研究象績

ri山代会tJ?の研究JJ.l-CX:砂UL安別lIij 1996 
rtjJ '1告における比較文化的怠議の特徴JrW:i'F文化.175 1995 
“The Kouduo Richao: A D回loguein Fujian between China and Europe 

( 1630・1640)."In K.llashimolo. ed.. East Asian Science: Tradition and B.明 nd，

KansaiじnivcrsityPress. 1995. 

「東洋'学の伝統から社会科ヴJのパラダイムへ フランスにおける近現代ll'[司研

ヲピの変造J(溺，;)0r中国 社会と文化J10 1995 
教育活動

東京大'下人;学院総合文化研究科 (1994・95"1"支).東氏大学大学院人文社会系

IX 所f1の活動 8' 
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研究終 (1ぬ4・95~I'!広). !員沢市立大.. 'tk.乍院[同際文化研究n(199-1・95!I'!交)
学外活I.'l

[J仏点i'f.'r:会(監・Jn.小川村.会文化学会(O'宇治W.R 目、 '11同研究文献
紛介仏誌)?l協会n.jFílll~足:.(!以合辺!'i:f~11 

東アジア部門(第・)

校iド広忠 Iはしたた付 ν

略庭

19+3. 11中。 1972i.l.!k・文 ・必j下1!年. 197+ *大人;・7・院人文 ・*i)'''と ・修 1:

泌ft修r.IriJ!ドl，illWI:r.制。l~人"f:. 1977 *洋文W~足助研究U (1979まで). 1976 

東大大学院問 1:.l!I!J'i.iJJ-'{:.1"lll((i拡大センター ・オフ ・エ fジ7ン・スデティー

スにパート 7イム ・りサーチ ・7'./スタント(1979まで). 1979 -~!l人;経済γ~: ì~f) 

専任渇fij，1981 1，，1助教段. 1982火文研助教授. 19881，，1教佼。 1996史文例所長及

v*大評議W~~に*1'1'"詳文献セン 9-1<内

研究活動の概要

*1菊アジアII'~人と 'I'fl崎市耐との以史的な結びつきを，行浴に1('・ 4 吋てて研究 ・

.¥1，1伐を行っている その内災li. !J'(j伝送金のメカニズムと. t，1 If!・*r'j7ヅア問
の尚~ネ y トワークを I~I らかに寸ることである。作地におい1:ょ. fiM' m-!'合
同虫の倹Jf!こ}JUえ 1911ト紀後、rの 1:J也改札 Mi業組織.外It4$JHi. J山h真剣l微などを
湖flしている。 1997!I'の泌芯後むは泌す研究をffいたいと行えている勾

過去の主要濃繍 (199+.3まで)

f近代中凶におけるfl~h金融の・行笈 JrW:i芋マ:報J 78 :3・-1 1978 

r'll[母il[ 1\:HiJ守史関係解説っき之島~11録J1980 

rt1t界資本 I.nとアジ γ1~齢、資本， r社会経済*ワ:の点凶と似ψJH会経済史学

会 19M

【Nt~近代経済!と研11 仰木ぬ1)[1財政と間同協rli刷l剖JlUx:1iJfω11E特!:_ti 1989 

P近代IjJjlqのい4際的ゲ~r.u 点以人，，，;:・III~会 1990 

Pアゾ 7~とιM刻と 11 本 1:沼化 15001900. (J~制.n)リブロポート 1991 

過去2年間の研究3陣織

初日と条約 4 泌n!ji::1也同『アジアから考えるJ3 .'~ü，(k.'(， 11I阪会 199-1 



『近代!l!:Yゾア同際体系，干野健・郎r..Ir~同~.IMfl.:アジアJ-l !.IU;lλ:，，{: 111阪会

19'H 

梅のアジア~ ! r大航海J:2 1995 

r ifJj と II~家 『へるめすJ55 1995 

H~允!以と多純化する 11 1同 . rHt界J3 JJ ¥) 1996 

教育il;動

l以J収4υ』以;lλ火Jγ乍':)火〈ぐ，学‘

-学F外，活動

n~~経済\!:!，，{:会(JIIl'!J・句集会口)， γジγ;政経学会 (Pl!'}J)， i'I'釧リ，i救(IHl

会 rll.t..: f l.:'iC~J 福!.l委11

2正 式1玄ιうたけひこ(1996. 3 .ild戦)

略歴

ゆ63.9'1:.01986九人:. x. . ~?"i<-， 1988lL大大学院文'γ研究科 ・火a下 ・修 L
u'+! !.'，!修(. 19921"J博 1:課れ~.iJJ"?ヮ 1996 唱えγ向上 九大)0 1992必iI:'字文献セン

ター助T.i.I.[文liJf助手，fRfj5. 1996 W修火ヤ:jlJY:均5Wff議師。

研究活動の疲要

111凶砂mi'.1!を専攻)18tH:紀rjll刊のえ:191史的位置づけ， ñÎj近代.IIII~紅白守のtH1

の解191をUr.¥1こ，清代の銅銭を.11心とした通行政策史から研究を11¥~f させた。.1M

{i=!;J.. t'i幣の{史HI依行!こ端的にはられる.1tll~における地域庄の11112自.その地以，f

の. 1' ての '1'1同~tf，fn也峨の{川せを後JUJ Ij I十制i~における l将.Itflll地をtdlに分析するこ

とを・つの:i~ !l自とする。また， I.，j~況はiの分析に1' I1J欠なM:楽!と料と IJ']"fH る

.i!l!の!とれt:rそれnl本の!!体的倹，:.tをIIJIして，↑，'，報処周!システムとしての小「非常|対
の:幻l:行政とその依}J携造とのl対わりや. Ij.lliI本総のみならすu!アジγ伊界に広

がるtL大t.;. 文 11，行政システムの t，~治会切らかにすることをむう 4つのq112!4iJ22a

としている

過去の主要.編 (1994.3まで)

1;叫年~JJJUJの.iill1を政策 11'[，;) r. .>!i:-II J心として I)L大 ・!4ii下火焔:.t1J18 1990 
r il'ill'IOJII'i~í'îにおける j船員約済と Ird1( 永山河治水を"1心としてけIIJ]~'，)・r.T

"o，k 7 ジ 7 における I]，vli とがtÌIJÍのH，~lI!fl ~乍的研究J JIIII~;ln打 1993

過去2年間の研究集積

r IIJlt，'/JUJ~量級J!<利必の位相IJ r!lt文IiIf*己注J125 1994 

J)、fJi口のi!.劫 83 



84 

「吃降)L1fJi(師銭法八条の成立~f'itおよびその結ぶ 乾降初年における政策決

AE巡fi¥のー倒1II.lriJr九六 ・*i下5とみ;tJ23 1995 
rrl古代におけるi也被行政一-{il:I絡Jllll((持伐における通貨政策.水利 ・治JI<政策を
中心としてJ()l..大大宇院r.!1上論文)1996 

学外活動

史学会，止!i芋史研究会，九州稿係f伝人ヴ:会.l司、Z民族学博物館共luJ研究u
(1994・95年度〉

山本 数あおきあっし (1996.4配抗換)

害者歴

1964.4生。 1988東大 ・文 ・東洋史され.1991 j;巨大大学院人文 ・-*洋史 ・修1:ぷ

.f~修了. ItiJI同iJt寺上課程入っさ.1992 ql[吋人民大"{:留学.1993紙同， 1994 *六六乍

It'cM士課花i昼乍。同年*文研助手ー 1996岡山大学文学部の任説例。

研究活動の僚婆

耳UE研究を進めている主要な研究テーマは制度と経済の長期変動，兵体的には

10-13 [叫己中肉の制度巡符の地減，4:，と変化である。ことに.地jj勢力との関係

が僚である州 ・ !日;の知事の人・Jiがとの機関に昼過られているかを r米会~;中の自E

，s{:慣例のuI'WJ'J分断をi磁じて検j，tし，人Il・社会締結とのi見1辿をのf:先している。

この史料のじ頼悦の LI，::!~;'学的JiH而にかんしては， r"米会'!l!J月後'r-:6←75 問降'代」
について-'r史a下級戸川 102-7に発表しである。また， この時期の 1[1 凶の~~lJ交を

長期的桜守!のltに{lZInづけるべく.iijllJrtの経済乍の視点から.人rJと行政.人11
上負担比〉終と税制の関係などについても概活的検Hを行っている。
過去の主要業績 (1994.3まで)

it，，，，長浜ní~.1ミに於ける地)j行政事IJJJl:の夜遅 行行 ・行六部 ・11:帥附をI[J心

として凡たJrll.:学維~J 97-12 1988 

報告'!l!t守 告を~fr'尚，q干î (行符〉制度の沿本ーーヰ、5に金本何Jt社会との関わり

を中心にJrJM史学研究Jl報J347 1988 

「雨~のぷ余と l也Ji財政JrJ.l[i1';マ:綴J73・3・4 1992 
rr:+:会安』織官 64-75~測隊r，' について 米代将{制調!研究のための予日;げがj

p考努c伊史乍緩みJ102・7 1993 
r1時界!どを読む・M'U籾円新聞社 1994 (10-14 Ilt*t.!点アジア人名駁rJ)

過去2年間の研次集繍



[nJ顧と展守! fif¥:・4、・凡 r~と't)lHt.J 1 03・5 1994 
199311三日本 1i.1\:'~ ，...ムWI Jt:状況~ (l!m~ぷ) r末!と研究通，'11・95.1 lIJJ 1995 
ポスト ・ワルラスからのアプローチ 1id;紙{i・労働)J配分 .H¥:lx分泌d

r米代のJJHむと ~"I俗』以前19院 1995

「 ιi'~ !'t :tJ tc: :自11NILI4，ê代のEi勢~rf仏ljJJn.tailJ ~と研究J 47 1996 

学外活1;)

本代史研究会(1 !)95 !I~I!!.申刊り.末代史研究会研究報公安131iJ藍~m11U. 医史

乍研究会(委U. 199').9-)，アジア伐材J.Ur会(研究班m，~I合併前史乍会.

史乍会. !.jil下!とI'{:会

白鳥博史みやlIlひん

IIUl 

1948. 10 'I~o 1972ふ人.)(・史ヤ:ヤ， 19H 山人大学院 ・ J.li i下山 ・ 修|・~n修

(. 1977 [rill'!} 1:以rfilrif--ldlfhk大X'"'/・t.iiWf修Ll(1979までに 1979 lU 11!I大学

文乍郎専任:~Ilili. 1981 r.ll立大人文学部助教十." 1983 1梨文研助教段. 1992同教綬。

研究活Jjの疲婆

朝鮮の李~JløJからM民地開iにかけての. l.::l H *'f inを(1]心としf.:H会Ho'f史的研

究そ1:たる研究テーγ としている。制J.Ht会のW~J的な変動織仰をJJ.!íËする紋人;

の't!1刈であったと!41われるJ::l村経済の変動を.これまではJ.::lXIU術 ・l:.:kt:経営の

党以の問題と. l..::l t・HI会納品2の変動のI:U!liiという.2つの側1(1)から.iG求してきた。
1991 !r，にはこれまでの研究の集大成として.r似lf:1:地調 fill~業史の研究J (東

文iiJfflWi)をi刊行した。

.ijU{!ま，1>:初期かむMlx:地矧にかけての 1:.I1!!lfr{i状況の変化をlりlらかにすべく，

! I t後 ・}3t高台帳 ・徴税文'，If.上地fT似て?の.rrfofltlA ~資料の研究をすすめている。

過去の主要業繍 (1994.3まで)

(ijJi手叩午改 .y，以後の!前定的Q~ ，r史林J57・6 19i4 
移llfQ:t史 1'，1こおける 15I登紀Jr朝鮮'k鐙J3 1981 
f制鮮社会と問教Jr!.!.'.忽リ 750 1986 

I，~J鮮 L地;~tlftJJ ~'~~との研究d 成文句rtlm 1991 

.近代制i鮮水平1Iキ11合のωf究JCJtlo:) 11本比

過去宮年聞の研究集積

朝鮮tLjHHt会の形成， rアジアから行える 4 n会と国家』従J;{大学Ill~J(会

IX所Hの1.r.勤 85
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1994 

米7ジア!こお11る近代的tt也君主本J"1村fj主主 rJM7シ-r'ti4.: b義の形成』 Yt

本m~; 1994 

*アジアの経済科会Jrアジ7からxえる 6 .Ik納付:会変動J~(!;(人:.. i: 111版会
1994 

*7ジア小I;!!~ 1会の形成J1， iJ 1.1川以
rrJ.iHI (ヤン川ン)J"1公有;1': 1995 
F朝鮮におけるアジアl.2織のイ'~(Ln時際交流_il 1996 
敏育活動

ll!J;"(大学大マ:~主人文託会系研究科 (1994 ・ 95WJ免J. 九州大中文'{:rn; (1994・

9')年度).熊本大学文'tffll(1995 {t:J![).東洋大学大学院文ヤ研究科(内<)5~l汲J

学外活動

朝鮮史研究会，仰IMt打点!と乍会.大成ñ~倣財政研究所 r21 JltfL!のJI!Wとア

ジ7 研究会'I:μ

川村 E誌 がわιらやすし(1995.3 j忌股)

湾E

1961. 10生。 1984!，!大 ・松本. 1986 r;1 大大学院i}/t ・ J，l~位以 I ・ 終 1:採程修

r. 1ロi)iドI司・公i.t"f:. ~，? 1 ・i愛 IllJ~W.入学， 1987 'il人法ヴ・iill助T，1990 [，iJill戦.

IriJ J;:ヴ:銃博士後期以W.iilγ.I"J1ド見i:X:研助手， 1995 [IlJ.i!!総， I"JI[! 1，'，)、:J;:''f.院 r~

1:後期;謀総5{I~次 II~人γ. 1996 r"J.ìJ，!学.同年OO~1j学院人;ヤiltt;'lfl 呼 1日時制。

研究活動の概要

l.'r:.Rをrl1心とする小1i司法:);;1'1!をW攻している。家鉱法. IfIW.;' J~J :Iilil;などをL

たる研究領滋としn':ill級以J~tfIl穏の，J{設や末代のW~l!tflUの慨kJlむどもfi っ

ている。これらの研究を.it!iじて. 48年の中同社会における早tJ!の11税匁と法綬定
との1mの~'1と.それを解決寸るためのさまざまな試みの実仰がJiWllはふれた。

それは刑法 ・ 刑;}ili.tの印紙において顕.fj:であったが.その分併の*，'i~. ?.tと現実

の衝突を解消する任務を!1!わδれたH1f.tと，その紘|製のh土終((.J{以{jr.たる';:市の
役割lも浮かびlこがりつつある。'11]時の日l1iitlfhについては従米政rri'1!((.Jな観点か
ふ命しられてきたが. (1;:I，1J山からもある粍度の解191がIIJ能なようである。

過去の主要研究業績 (1994.3まで)

F米f¥:における:D:fiL 守'1却を i二たる史料としてJf'，~侃11111:午J fH-1. 2 



1988・89

hぷ代桁α，よ・初'J.JjJ f'，!荷HI法学':J65-4 1990 

1Jt五代杖12弓HlJLiと研紀委J117 1992 
:.tミ代杖殺.)5'・Ir!.l! .k IiIf紀'8:J120 1993 

米代死刑J~害法巧 J 1外!，之{j)f紀委 124 1994 

過去2年間の研究.織

~~代の仇討; rlJUiJ 163 1994 

r1994年学掠11'1似 品ii下法制史 -VifllO'ifUJ66・13 1994 

1米代断伊l巧 r炭火(t1f紀il.iJ126 1995 

1 r凶殺巡.fél，WJlI!杯。'm~ ;S-J r!利下!と研究J53 4 1995 

学外活め

史'会会.11I1司社会文化?:会.東}j乍会.14if下史研究会.比校法!と?:会.iltlJ史

乍会 (r法:tlJ~文献~IUJ t;句集委只 ・『法制!と研究』編集委m

1公メL 道雄 ま勺重るみちお (1995.3伶W.il!織)

略歴

1934，8'Eo 1958以人 ・文 ・東洋!と本ゆ60*人大学院人文 ・外ur・!と ・修上認

f11修 (0luJ{jミmj之liJfWJr. 1966 同illr~， 1;;J"1:オーストラリア[州、'f人研究ll(高

守研究所極点火件)， 1970lri)泌総. l.iJW成文ωh'j.ff:講師. 1971 I"J助教綬. 1977 
必洋学文献センターWJ教授j責務 (1980まで). 1980-*文研教授‘ 1986*1下乍文献

センター主任(数段)J転傍 (1987まで). 199:> 作"l~i益事実. InJ年w大手!11.P数段。
研究活勧の護要

" I[司史研究のひとつの結節点である袋i'.X!s!j代金遡って，X:ij~'・fiHによって追求

111能の上fl1!である般/，'J時代からはじめ，イト秋戦l時Jgjを通して会決に引るまでの歴

史の.il!!f室そ体系的に抗~N したいというのか.そむそもの研究のIllie点であった。

~11'l'.x.. .令えという:火山1:文字資料(:1..Jtに得占ift物でらあるため.研究は

勢t 文献学的であるとJI.iに~・守学的であるという:泊i伎をもつことになる。

EI11'1'文の地名を検t，Iする ι11から.股上の!I常的行動範闘を~祭しそのl内特区

域は検めて限定t5れたもので. このrkl'.~W決して“ [fj代E安保r'<1"といった表現に

よってイメージδれるような線技と桃泌をもったらのではなか 3たろう.と身え

たC'-股法ト ~f，， 1の 111 YKJtl!についてJ。これを)，~6l告として，股1，'~IILj仰leiiS しての新

たな史的犯似を1ft行して「般湖周家の情ll1J を 1.1~ ~、た。

IX '~I t1の活動 87 
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I'G悶JUjを体系(1¥)に犯擬することの附錐をR:IJfiすべ<.研究の11.1心を111'f'J-:文から

全文に移し.J，S礎資料を製本的に検j.fしなおすこととした。 Jlt界的に活:.¥Bになっ

ていた4注文史料の偽作rJJ:mの検討を経て.イ後文資料をと外1~(1ドjのみならず，内lÌÎÎ(iドj

史料批判の対象としなくてはなるまい.との1.)(1雪が1:.しそこから. i(ftjl局J7銅

総製作のfTJえ」等の，新たな史料批判方法必の{前，¥'r.をrI指した諭火;を刀くことに
なった。

その延長 1:のーんil"Jとして巧・えられるようになったのが. 出if'(，'l銅総製作妓称I

の島平明である。 こういった研究のJJi礎には.地道な機会を犯えでの史料必集 ・4与

秘がイえ司欠である。I.jJ付文 ・金文-rt銅6ilのtG本 ・写兵t;の!泡集が，1W的に進め
られ. ~刈録 . f]$;てFとして継続 して被服 ・ 刊行しつつある。

過去の主要業績 (1994.3まで)

「般地卜5~11 1の旧猟地について 絞代以I*+l可造研究のためにJr*文研紀224

31 1963 

「般開同家の機造」F22波誠硲 llt界燃史‘4 1970 

「同1~1 ，Jt銘iJ lIli製作の背;;~ J司令文研究.~~;ïJ r京文句f紀要J72 1977 

r*J京大'活必{(;文化研究所厳I]Jl' 1文?閃版OJ京文研報告 1983 

「民間後期*1会にみえる変・恨のがi!f. 富山銘解ftl問絹の初歩的解決..Jr内船主主
f主博t滋併記念 東アジア史における同家と段民』山川出版社 1984 

rE!3i'J'文字'(:縛車;;12」(4134432軍一氏と共倒)*文句T滋fiJ 1993 

I鈎4白4-9;.3の研究家繍

"奈談時代の瓦"i文，(:Jr東京大学東洋文化研究成政 ・ 中l 同奈淡瓦\J~I民d 凶ま.Affr

l民占が'JI官、主祭実IJ美術館 1994.4

<再録> r~}道界J 1994年:;J1税 1994.5

<雨量議y rJ:iCJた術新IlllJ第477披 1994.5.21

ぐiIJ録> r .'~ili袋術J 1994年 7}]税 1994.7 

ï~'lt武rJUJlj::口ßIII骨/後漢ill干11 てil: 1:都銀挺」ft柳正規・内町五員宿縦 r*7ジ

アの形態|仕界J1米J;{人γ:出版会 1994

Jfl・2俗 i. I~必術の幼"1'11与代 官官級泌総巾付文字をめぐる，必!問題J(倒~ü rlJ' 
i司歴史博物館正益法J;λ;綴J);~ f，J1 .柳JJ;i，tn，占 1994 

Jf，jJ叫 f殿代f注文l子説 (制aJU II.lJ I 

iLIJl吋凸・代の'e:Ttーー 「シルクロードのまらりJ磁を見てJr新美術新ll}lJ第
726lì~ 1995'.ド2月211'1刊

<似録>r.l}作』第292鋭 1995.4

「淡'j-:研究に制度的支援を..1(泌総oi~W r .l~道JJ.鈴dllil:持IJ m 507 IlrA 1995.3.21 



r.f:公丸逃m.敬授略目ま ・主要J手作u銭Jr5l!文句f紀愛J127 1995 
教育活動

51!京大'ア大学院人文科学研究科 (1994年度〉

学外活動

日本11143・乍会〈代ぷ行)，史学会(戸、f.J義m.J反lfy:会(.評議口)， ui大中i珂学

会(評e議員). JI学必道!と学会(常fT:P~ 'H)，その他参加学会は多数につき省略。

担[1州大十件般向文化研究所(名将研究貝)

*勢隆郎ひらせたかお

略歴

1954.8生。 1979~巨大 ・ 文 ・ *1羊火水， 1981 *大火予|続人文 ・東洋史 ・修174繁

粍修了。 1981 鳥取大学教育乍gf~助手. 1984同専任講師， 1987同助教授， 1990九

州大学文学部助教授， 1992東文研助教段。

研究活動の概要

中国!と上の大変革}切である春秋戦国時代の俊史的性絡はやIかを一貫して追求し

てきている。が秋およびその前代を語る火料は，ほほ戦f;g時代にTx.l~されたもの

で，その時代の社会的影響を強く受けている。この点で.史料批判iが{也の時代に

比較してより特殊な位向づけをもち.考8史料の活月l がノド '"1欠となる。 r~た，iGJ

イ手秋戦同時代3f~分に 1;1.，二三割を越す年代k活があり，構造的に誤っている。この

よ~t りをただすため，八つの)，1;継を導いてfIî.1草原し.ヂ脂を解消して『新編!とdC

*周年表』としてまとめた。その結果を利fHしつつ，考.-1.'史料を含む天文とj慢の

史料を駆使し，段末から~代武干停にいたるまでの紀年問題を論じて r中|羽 6-代紀

年の!iIT究』にまとめた。

過去の主要業績 (1994.3まで)

「鐙Eと県持Jr史学私M，J90-2 1981 
「ぷ秋符|羽t走馬盟，tF7:体通'i'1-山内省fI:l上文'i主資料JJ.I.l京太子j!:Uir干:文化研究所
文献センターi綬刊日IJm15 1988 

rr候J~2WJ “官n. u~t'. の宇釈とその関辿問題 “mr桜」 ・ifiiJ氏"
なる?ー釈による時期決定の検泣を)J躍をとしてJr史ihU128 1991 

過去2年間の研究業績

r新総史J己点周年ぷ一中鴎古代紀"joの研究序1XJ(東洋文化研究所~1刊 15 紛，

1反点火'‘戸東洋文化研究所)東京人:';:tJi版会 1995 

lX所uの活動 89 



90 

rcjl~明白代紀年の研究 天文と織の検討からJ(*洋文化研究所A空間 18f，lf，東

京大ツ:東洋文化研究所)泌JiJ?院 1996 

nrUí1:衡の統ーとはrurか一一府法 ・ l~、./1，;法との関わりをTかかりにJ ~円院J，1I監

修.lItm谷美術ftfi.n本放送協会 . NHK プロモーション総 r~器の始込'再?とそ

の11年代展凶録』日本欣送協会 .NHKフロモーション 1994 

「占銭(中l吋)lrf柳LE観.JI(j~f漏れ車両 r*アジアの形態 Ilt界J 東京大学総合研

究資料館， *ffi大学出版会 1994 

「凶M1*t..!年に関する試論 『ιl'同史ヤJ4 1994 

r'IJ岡山代の燃における水と火J，.tj代オリエント防物館街 m上紋犬先生米か
JL!念論集文Iljl"f: I.hi命』山川出版社 1995

「谷秋戦I!Y時代慾国伽主主の鉱大について.rη"J文化研究J7 1995 

教育活動

点点火'‘主大乍院人文社会系研究科 (1994・95年度)，お茶の水広子人;学文教f1

学部 (1995年度)

挙外活動

史学会，日本1111'J"学会守東洋学会，社会文化学会，九州史学会，東洋史研究会，

東方学会，日本"，同Jg占'下会，hJ線巧-占乍会， l!世史学研究会 .I~'、:{:.'.riU史学会

吉開将人よしかいまさと{1995，4採用〉

略箆

ゆ67.7位。 1990*大 ・文 ・々 山学卒， 1993東大大学院人文 ・身，Jjρ'{:・修bl1l!

ね修(， I母"r!ιiJr，~士~総進学， 1司1f巾同..JtJ;{大学留学， 1994紛1ft 1995!花火大

学院時上諜程退学。何年東文研助手， 1996存泌大学CAS派i迎。

研究活動の概要

「中国市代文明の形成過粍Jを，おもに手工業生産と流通にl対わる社会経済史

的な{附i商から解き明かすことを阿倍し，~・占乍と金石学の手法によりながら出し

資料の分析 ・ 研究を進めている。時代が!な中心は紛吋骨[~の成立j切にa主たる戦[í;]・

4草・2定時代にあり，そこで1:体的役割lを来たした中国内地の諸問題を探究する一

方.岡崎代のrl.'似I1対側やベトナム北部などの諸地域にも関心をtffせ，川辺l!!Wと

の関わりのなかで文明形成の滋料金あとづけようとしている。 JJi近はまた -rlifl<] 

社会とJ哲占乍j という IltI心から，おイEの中l司巧「占'~{:のJiXり \Iちを文化史的にあと

づけることを円指し，.tffiもれた「民凶l時代の~，1，'学」を婦り起こす作業にも.j'H



している。

過去の主要貰績 (1994.3まで)

付t定乙lmtJと・毅の研究 戦l時jjij101のi武6'htJ:.際をめぐる-t式協JmD;(大

学j(乍部考古学研究家研究化~J 12 1994 

;¥ju T? la~L r街中凶占主婦近地II~，1;)(化研究』苔港中文J、;a下iii版社 1994 
過去2年間の研究費E繍

hillflJAがdliるもの *アジ γ11ト以の '1'のIY~越文化.J r" '1吋・l対越 1:のポ'iij

f，jJI新聞社 1996 

PitttaJ5J{'下と dふ;ddufLiJ: 1996 

先~J切における時17:校tlii1tì.去について 付侯乙~!tl.l f: l'j'銅23E14を小心に

nu文研t己主主J129 1996 
『ライトコロイ{伴遺跡JCJt詫)放火大ヤ院人文科乍研究科 ・文学illl 1995 

ドンソン系剣xiの研究JPS ，'i・7・泌総J80 3 1995 

教育活動

以J;(大ヴ:総合研究資料館研究分担lれ(1995年度)

管外活動

t:1みよ"J 1司J雪山学会(件'J~). *，'11アジアJS'~i''{:会(鈴!~). lI，f，;JS ，1，ヴ:会. Jffit-

午研究会，~乍会. 日ふ;~lX!史研究会

東アジア部門(第二)

世千!"，{ J巨大 はちゃくにお

略E

1938.11'1:..-1963東大 ・教A • .f.<宣伝. 1965京大大学院人文 ・比校文化・倦 1:

Wi!修了. 1968同汚 1:渓f'，t泌IIJlj1!'{:o1993文乍侍仁 東京人γ，1968!kJc研

助手. 1974-1.;]助教綬. 1987[，，1数段。

研究活動の侵凄

Ij JII<I~j~教!ぷ泣!史の研究をfiな勺ている。まず胤??における仏教受%の1I\1:mを検

~.J し，係糾!，減法らの忠忽!を分析 し fニ。 .)j， fJf研究として 1979{I j;_(.)j( .儀t.'J

lfI，iJの挑続会をifない，その1&日14をrl.&仰 1:泌総J(198411'). I俗的 1:将疏』
(1986 "1:)のIJ，j，I}にまとめた。また. 198') "1:以米.中国とのヤ術交がLを控fr続的に

Iλ 1の活動 9' 
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iiない. lò]Ð!jに大限道教の.ìtllll"~t'tにr7IZした。 1987年以降の敏{I'I日J. rqll珂ili

教の現状調ずりを I..~として狗外ヲ術調伐を実施しそのt&;!!を rlltll~滋教の現

状J(1990{ド)， r【Ilr刈のj{mJ(199') fl:)として問fiした。・lT.i rして初JOJ1:n，教
のI!t史と教男について研究し， r食代i必教の研究 1:舟陶と刈J'}附J(1992 {I') 

をfll版した。

過安の主要員E繍 (1994.3まで)

勾 rlii.~ I:hllhi.. lUX:lrJfi位|リ 1984

勾『儀持 1:符政Ji必文ω11投f!J 1986 

車両『中i司:i{j教のJJW，道上 ・ 泊協 ・ 迫観』本文仰i ・ 閃~Im 京文研1;刊

1990 

r金代滋教の研究 EJF.防と A!~}守防J *文研紀愛jJI1IIU 1992 

過去2年間の研究集繍

「道教と見4アジアn~ クロユヮクI'IltW全史Jji7f.ll幻(. 19<)4 

Ntt<Jの道教 その活動と.iii似の現状』本文11日・l刻版1111 以来.liJml1j 1995 

flUアジア的思仰と仏数 w慢の(，:仰11こ見る 点アジア{ム~X~ll .込 rlUアゾア
仏教とはInJiJ'JれfkH 1995 {I: 

r(i代中国のlifi!J_I!d!と水{，i仰〈特別対談). r~，r Jl I レビューJ 92新公論社

1995 

pi邑教の現地調伐をめぐるu:mJl.'li1 r1It!，.fg'i八↑哩{;点後記念!l!7t't.i:i'nJ設JfJt
自主 1996 

{他也に J符~:~円I} 1点.論文 1川，ム，1，'丸'

救宵活動

泌氏大学木学院人』りl会系研究科 (1994・95年度).崎医大ヤ微k'(:I~I (1994 

wJSn 
掌外活動

11本中国学会. [14>-沼教ザ:会(評鼠U.1996.2-98.2). 1111引t公文化ヴ:会.

JlI同社会科苧出版社 rJlI(f';沼教太政典』勾.lk磁問。993.7-95.10) 

民111 続 おかやまはしめ

略歴

1948.6位。 1972，;t人 .flll・物問"r:Ij'¥. 1976東人人ザ・院人え ・ 月1f'1 ・ 修 f:~，梨花

修(， 1979 向開tL'l:N..iUん (..IWlij(州法人lUJi研究会 1.llfll~fヲ~U， 19801)11見Jt



京大宇留学 (-1982). 1986 rJ大文FR7:mwfE講師. 1990 *文句f助教t1. 1994 

I"J教俊。 1992，3ミs ンヘノ大乍私:11研究U(-凶93.2)。

研究活動の援要

111 r時のみならず.t列島1 ・ I I ~の文化形成に人:さはi笠宮'Jを Jぷた してきた淡，R仏典

を資料にボア Jアのり、数!41必1 ・ 文化の断i引をめ~寸 (1)淡，R仏典に!i I'i典中I司

号には見られなL、;!警午-af‘11.;がある それらそ体系的 lこ~Pjl ・ 研究すること。 (2)

中間仏教を教丹!乍 ・教煙火としてでははく.111阿宗教恩旬、1とのなかに{在位づける

こと。そのために.終的代のIIJ伺人がどのようなIHI:.lli怠識にばづいてt足以仏!ll!を

受'ftし.さらにインド仏教とは異質で独Iiの;i:教思想を形成していったかそ解明

寸ること。また以 1:のぷ泊とは別に.仏教{，!仰の般本構造を俳句JL.仏教!ぷ笠!に

J，l;づく宗教何学の_fIl'l命術築をめざしつつある。

過去の主要案繍 (1994，3まで)

Lii?1・期仏教におけるバtgと.!'iPl! r *作文化..66 1986 

rt足以仏典u命， r必アジアの仏教」 1;彼;': 1，1， 1988 
「大炉'J'~I;陀粁』の!よ1忽!史的.gj妥 riililX化J70 1990 

閉じられたI1己Jかり -1掛かれゆく 1'1己E へ 仏教におけるrtLよと他lU

r京文研紀変J117 1992 

『定卒中肉仏教史 1J (訪:;JU拝1:IJI;J 1992 

過去2年間の研究業績

l 超越:他行を礼的ててやj処へ?J r.凶越と伊Hi¥ 巾[iiJ・インド ・イスラムの思
危怨!t悦崎~抗界~平~J 人l町川り引J'引i;

n定iι:ノ広ド阿f刊小|ド11同司仏教!火iど:日Jrれ["J川阻J(謝3訳o納ηυω， 1ω99似4 
4 r~製H代t語Jぷ{抽俳阿i合経6典U(翻沢) 守乎t和狗H山11版 lω99似

内分WJr大iよ始J:> 1995 

f'!断事 ・税.UJ( JI¥1Si I¥J r人:i去始J6 199:' 

「淡沢仏典と泌γ文化閥Jr点アヅアfl会と仏教文化』が秋礼 1996 

教育活動

~U;(大学人文~I 会系研究科 (1994 ・ 95"[;Iru. ~ (-j桜火字文'F羽I(199:>年度)

学外活動

111同社会文化学会 (.¥1;ぷm.w.}jワ:会 (Aa文IIU句集委W. II~印1史学仏教

乍会，東IIG~;<4Xうどmiγ・会. r I仏東洋乍会. I:r~ù'.l(荻乍"'~物tlrutI"J研究n(1995， 
4-1996，3) 

IX Ifl!lの活動 93 
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鈴ノト 降必ず....dとかやす

略巴

1964. 7佐。 1989成人 ・r. l{，点機械工学本. 1992 *人 .):. . 11Wi小. 1995* 

火大学院人文 .r~Ji'î向J X:. r<i= I::.'H'，'修r.19961riJ大学院人~I ・ インドよ学イン

ド析学仏教"1= ・ I'.~ 1:以N.ilYr-・~ 1日JlIO!U文研助手。

研究活動のi!liJi!

サンスクリット文献のみはらず.チベット J!. . t.ë~文献をIIll 、てのくJJ'~:J~対照

研究〉によって. インドにおける人采仏教経典の成，'rrJ.史 ・!とTii!史の毒事lリiをrI指す。

従米.インド人J義経典の研究はサンスクリヲト資料~ljJ心に ifわ礼てきた。しか

しチベットボ . ~示資料の総!'"11.サンスヲリット資料のそれ舎はるかにiti.fltし

ている。さらに.bx伝的lU]fJl.lUrサンスクリット資れより，Ijl、ζとが多L、。その

ため. 1ポ!lt!，k llll~五の制以資料令1創作したままでは，イント'大浪紙りI!~令解明する

ことはできなL、。阜Ul:r六iHH'fJ.r大主将1. r~訟)'(;1リJ*H r*lililぬ紛糾J.r~i! 

然科J.r法水科』などを。l'心に. m.J~対照 を通じて込l匁!の系!内そ辿っており.

I:lc}j・法占告をftIいた紙典史解明のケーススタディとなることをJVJしている。

過去2年間の研究実績

大法主主鮮』の研究序説 係bX.}.長び経題にi均して Jr仏教え(tJ3') 内96
学外，苦勧

日本印度学仏教乍会

)LJ己常i千まるお ~)ね、

略E

1937. 3 ~上。 ω62 成人 . ):. ・ IJ '文学. ':jl~ド大阪rfjIIk人ヴ:院之子 ・俺 1:災住人

~'t. 1964向小.illo 1992吋1.(文F・*λ:)01962弘立!(fA: 'f' l.:d I ，. . ._:，校教諭.

1964熊本県、工人g.2一高校教諭， 1968jt人文学部員h予. 1973 1..]助教授， 1990京文研

教j受ゆ92-1995文?fflHJtf fJ~段。

研究活動の疲妻

小lIil古典小"見研究:n，-史I~f究を11'心としぷn~IJ r"'ll~小悦のHI 史的変逃

科isによる<11[14小説公人1"1.1などがある。

<Il[時現代文学特に ~(f必の研究: 11.1ま.つの系統に分れる。第 -1よm人Ih己
の研究を出発点として約迅文γに』よえるその倒人的あるいはl(b~i的な尻恥(恥堅手)



の;c，¥織のありん・とその変化を行?売するお沿巧で.Jf-(.L; r斜迅 1tのため向日と
だるJ の)，l;~とえよる。安11:孟~IQ -r~J9，L 誕の!!tHlにはじまり. -.i!.I!の{下品に

伝統的な「鬼，の影像を見出し約isの文予を rruが人となる」というテーマに
よ勺てとらえる諸論考で.その U!:flIi分1;r約is r人rruJの必綴』にまと
められている

過去の主要滋続 (1994.3まで〉

『科ili火;，Idfd24I引J(J七特，u)w.1l"r:文献センタ-.&ftJ 1981 
r1川~\J cr約ili全集J2) (.J() "t内研究 ~I: 1984 

n(fili ltのためj符ÏÞ-とはるJ~必H. 198; 

r'川崎小説の除史的変遷 ι年必による'1'1同小説!.e入門J(訳it)凱風社 1987 
r斜is r 人Jr鬼J の~aJ {'i絞r:J.li 1993 
過去2年間の研究集続

ffl，mとJitlt事 『鋳章IJJについてJrll本中同学会報J46 1995 
rta，JttJ Jら'，;Wf， 約迅1'1:[1*学{iJ (q '1i<l，lID 怖l 同 ' I l[l~現代文乍学会 r' llI!4.6J代

Jえ午J8 1994 

flleet 4qi且社戯...(付";:::)，';))J r>l'I14m.l 1995. 4.-7 

r.・人..'j-.. ~包"的糾iZ ~(fili小説治折J ('1'1仙台， ~長づらlü 人民x" jl:1I 1版社

1995 

ft肯，舌Ii)

!.lU;U，乍大学院人文字士会系研究科 (1994・95年度).東京人f:.x.学制i(1994・
95 na). !.lu;t大学教長学郎 (19941j'，SO. 俗字合大学人'{:l民文学研究L
( 1994・95'<101立).金沢大'下文，、'I;訓i(1994 "1".文).*北大学文γ;濡 (1995"1:)え)

学外，舌動

I 1 -1>:>1 ，(同学会〈よド議LJ.・'-f:鉢iV，qIlJ量~W. !.f.Uj"(:会 (J、F議H ・ 割~!，/，)1i:W. ' I' (I~ 

~I:会.x.化乍会(Fll'Ji長). .!JU¥:'I Jい4乍会

IGt，語 文Il{j おささふみあ畠 (1996.4~JII) 

Iii庇

1947.6'1:0 197'2点火 ・え・>1'文学， 197; !.It人火予院人文 ・'11文・修 lJJlift修

(， 1979 (I1Jt')J I-:iぷ位.iW1:.I，ilil' *人;え;乍郎助Jo.1980 (IJ凶・JtJ;t大ワ:ffIγ: 1983 

MI'4し.im改. 1984 学狩院大ANI-常費~JJ:/ir..li. 1985 flJI m人ヤ)::¥戸市ii，fJ{T:，:持制. 1989 
I"J助教浸. 1996 *文研教綬

IX ， lの活動 95 
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回究活I，jの盛宴

1 f三研究テー 7 として.つが苧げられる。 ・つI;!. ~ It・内 l 辺湖101

( 1920-25)のA'(:.(J.;7.兄をIj.心とする".，刻現代 x:"t火研究で.m持続11lI守の Ij~(fi

れを泊して、'iD与の;え乍状況や氾1抑1.1";よひ 1・?i人物lllJの!.U立!的WiW対係はどを犯払:

しようとしたものである。このi!L1.<で 19301[:{¥:のJtJ;(・l.if，j文)肉のI・j伝などに

も予をfrTIました。ヨ1・に1.1"flfJ.J!， ・'，'，H'，人兄弟の文'γ!J.'.:t1，!のW(Hiおよび彼らを'1'

心とする文学グループ。のl見I{x;ωあり}jについて分所したむのである。 15に近年11.
釣迅独特の忠仰}j式について研冗をJl!めてきた。1oI1J次的!こは. oj 'II~現代吟および

1980年代以後の忠怨文化また文学について関心をはみってきた

過去の主要実績 (199-l.3まで}

m主主秀と別れるに七勺た制作人 1922 WJl')~Hfl運動の.，.での衝突を.，.心

!こJHl4-""同や会鈍lJjj 1983 

rrl.メJ，>{，多，~!>"('J (， CJ:l7 l!')にはるi:t従えと I将Jt.î(lt'Iの 1\~.rW~係 r!-lw:.i(ltJ 
65 1985 

I JI1IJ作人の新村民日:¥とその波紋(1: ・ ト)~ r明治大J~:教lfJ~処J '}07・2371988・

1991 

『敏郷』の Æ性と p';~U の .ITi供 r~郷』を読む， rVi!iU:21 1988 
作iliの『多ftJ 忠世th式についての!tt~J r魯迅研究の早川j l及 8.~l院 1992 

過去2年間の研究累積

シルピ 7 ・ 4 伽ン~.ド沢li/と八卜fl'.f\:'I'[寸Y綜r !l'，潮 J (悶，1{)r'I"，;j 社会と

文化J10 1995 

終iliの'多MJ!，心村f}jパt.:.ついての研究J刊'mA"j!:人文作'j'qiJf究所事己変J39 
1996 

教育活動

明治大学文字句i(19'H・9iIj:J't). 11 4-)\マ:文f'Il学部'I'{ï~え乍科(1994 ・ 9:> lj: 

，~) 

学外，舌動

'1 J同社会文化学会， EI Jj.: 'IJII~学会. iJ.!f¥: t! J I同学会. "J日~fi"戸会

"[f.) I t({夫かさいはJJ.

略E

1965. 11 '1=0 1987 r"1川・1.I!，Rλ;γlYl'? (1988まで). 1989点火 ・J(・1)(ネ.



1991東大大?院}):_. ;c・修上l)!程修(. l，iJ{I~llÍl Þ.~ l以 r~人予. 1992ヴ:術事氏

興会将司IJIiJfJ'i:U (1993 .iで). 1993 *六人:ワ・院 ・人文 ・中文 ・i句1:以W.ilJ"r¥1，;) 

11'*文研JlIJ子。

研究活動の担Uf

研究の)，l;本テ--，>'i.III[司俗文~'ï: (小品. ~I'h. a即日.dり物:5;。叫f~ として

はλ;~tGf引を1:裂なH料として， ;jij近代小川における rIEしδ」ゃ「鉄路jに
関わる物の見}j. >5えん・を.できるたけ広<.なるべくド絹にわたって明らかに

することである。これまでは，特に小説 rIjQ，1r伝』とそれに|均速する厳IUJを"1心
に.その1次弘.i>iil.ム ・分化 ・受代のt税制lを倹ιlし，当時の批正l'とあわせて，秩l与

を.ilf:脱すること ・治脱したおへのーIEしさJの十J'Ijの是非 ・その際の r，Eしさー
のμl米と広市.TLζJ いて.特にこれらのl.~:二関する終テクスト lllJのw訟の分岐 ・

斯析について. >5~~をぷみてきた，製作!よ.材料を読史 ・ 公安らのなど， r水i.lt
伝』関主主以外の凶材の俗文乍諸作品に11:げるとj七に.俗文手以外のI.J己の問題

に関~する消，:説むなるべく広く検討する ζ とにより，こうした俗文宇治作品の

{川町をよりH体的 ・U体的に従J録。したいと与えている。

過去の主要研究集積 (199.1.3まで)

伊'j主~-の誕生 理ItfJJr l)<i.訴』から小説『ぷiJUへJr東洋文化J71 1990 
今唆I仕徳常刊『水協J己』についてJ『!必ん乍J83 1992 

隠蔽されたもう・つの『忠義J r水消(.td の r~~皇J {をめぐる論践にl泌す

るー観点~ r 11 ，j.;1 1 I[.lil"{:会報..:44 1992 
rr l!<iJ'fJにおける『品111，1のtYil><!J 見LX:bJf*己'll5J122 1993 
渇去2年間の研究業績

水域(i.;J I義賊伝説 (III[詞の)J rt:;史~{:'JI~~お 3{! かたちとしるしJ 1995 

f金駿尚徳'中tfiJ(水域ue)J(中flPD江ni1社会科学院文学研究所!lJlm小説研
究rt心 Plflil'i小説研究J1996 ff~ì 1 lUJ 1996 

教育活動

以i芸大γ':T'必学i咋センター (199411:1ω

竿外活動

FJぶ中同学会. :l収 }j~非公. 111同社会文化午会

IX明日の活動 97 
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小川俗充お晶吋， t>;tみ p

崎医

1948， 10 '1:.0 1973点火 .rJt j主・教fi"i<， 1977 米大火ヤ:院人文 ・ λ~fd! ・ 修 1:

.i!Ilf'.¥修[， 1979 '，，)1"1'1 :，;lI! N)!l乍，x乍修 1'01979 京文I~f助r. 1982 !.IUtλ~''(:文

マ:古tl助教綬， 1987 lI.lX:Mf助教綬， 19921，，)教授。 1990ハイダルベルク火ヴ:f;:11教

綬， 1993 JtふrIノドγ研究セン$'-'~U数段。

研究活動の提要

中国絵陸jを中心とする市代中Ilt烈7/ ア絵(!!il~を F たるIiIf':í'éi4~!としている。

H体的には， ri~北I I!Jt<j!lJl と frl~Î1 11氷雨の対也と総合の観点から'1'(14111水両そ杷促

してゆくことがり~ ll.お給陥hij&見にJ正づく-*アジ7't:r.(':，~~lqの偶吠IW'I'が.制令

の造形作品にどのように'J，i刻されているのかを解明してゆく ζとがm2l，ぉ 政ア

jア必応自の占拠としての 八fl~I~1Jの!必聞を跡づザることがm3{\である。

Ui~の例人目的な研究i，f;~)Jの支えとなゥているのが. J!!U~ 10 }j ..~.~に&.JqU アジ

ア美術研究宿所成"'11<1絵Ilhiワl.17tFlであり，その維持 ・拡人む研究i，r;!IY)の本質的

な Î~1í分をなす。.!J.!(l=， LI~内外の首~2 次包t;T;A'')謝fiをほぼ終 f し.公r:aに 1")l'てfi

H骸.f'P.を継続，'，である。

面白去の主要研究費量績(内94，3まで)

I.'r氷山水IUlj史におけるイマジ手一 γ ョン(I二)("，)(ド)Jn同情J1034・1033・

1036 1980 

円院rpの名1rtlJ 治:);) . r' 吹 ・ 、'~f晶、ら邦熊まで， r鈴木敏 jl:: 'LiY't~記念 r "IJq 

絵l曲i史論U:J，1;111仏米航 1981 

rrlllJ~のイE.r.~llhi とI-l小:J (Jt片)つf.i句研究H 1983 

大lilt院)jえ慎絵巧().)("1)(ド)Jf同情.11120・1121・1122 1989 

Illft<l寺厳 ;~:.E1I ~G畝ti(1 (え川ρ( I二)(rl') ( t )， n同li(J1166・1181・

1182 1993・1994

過去2年間の研究実績

i弐，èLl'1の活路年f\:とその創作'&ltnについて~ r支孫I~と論.ít:J 11 1995 

「大f11t院λikの所前 rm筑JtH)~について rx術史凶~~J 11 1995 

1" I Jふが:)*ん・尖係Ili1f'9t近dt，r美術史論J1995年il'12 JUI 

徽;長l' 端鶴似I~Jrx術史1命jnJ12 1996 
~-!$J良 ifAI父i刈「似I険 '削除ot耳:Lru主 HÞ{#!~{I'耳L r冷，;l~ i' I/ 1i 1刈. f!.lUJJ 

157-60 1994 

{也231..¥



教育，舌動

bh.44Jt;'Y:ACT:続人文社会系研究科 ・ 文学制~ (1994・95年度)，大阪大ヤ大学院

文乍研究科 ・文学部 (1994年度)， *北大学大乍:[!民文子研究科・文学邸(1995年

度).九州大?:大学院文'f:研究科 ・文・宇部 (1995年度)

学外活動

尖術史学会 (?21壬委員). J-!Ui学会，夫午会，文化財保存修復?:会， 2E教紋!修i
，主会

林 秀4寄 りんしゅううえl'(1995，3退職)

略歴

1961. I'l・。 19841刻、Z台湾大 ・文学渇Ilf.1985点人;大学院人文 ・外国人研究FIt-

1987 *六大学院人文 ・ 夫術史 ・ 修 1~.ìff!N人'弘 19891弓修(. 1990同時 1:課程返

学。 l百jfloW:文句f助手， 19951tlJ助子退綴，同年武正長野尖術大っさ非常勤識師。

研究活動の織要

研究分野は‘小阿南:+:1時代の道釈人物l!lli研究とJ己代の1'1披i画研究の:つに分げ

られる。主に. 1釘宋のrl1心的なl町家であるう従織の研究と.梁持者のl州五filを継承した

元(~の文人i町家総ぷi阪の向指'11雨lの作品にU!III している。架術研究は，よりグロー

パルな秋場から， I対米迫釈人物i耐についての11本側IJの見解に.梁fI雪独自のnJ箭的

lh'liを見IRすことによって新しい観点を}]IIえようとぷみた。この視点から."1倒
絵Illljの本法についての必側rfo，特にう足摘をはさんでJt:.t-:から)dl;:までに引る内摘

1r1rjの治相をさらに!H本(1''1な作例を分析し.JC代の(1姉Ilbj研究の分~ぎまでに展開し

たわけである とりわけ.3位指の人物l耐と組必矧の111水IrfijIこJ央通{こ使IIIされる制

官という特殊な内紛i的市法にiHJしている。 JC代からの文人!l1ノ'Jqdijのl:dnとなっ

た渇事LIJ7J<1曲iの成<r.についての問題を，組』ι新の「水村i以l巻Jにみるピl織の市法
への受谷と変符から考える。事訟をIj】心に IlbjJ!lllの系議づけをするノ~'j去に，北米か

ら )C代への文人I~jjの民間を犯縦しようとするのであるo

過去の主要業績 (1994・3まで)

n信俗研究Jî';~ [学内l吟行|又1]から F紋l絵'l;鑑』の梁術伝記までJrw:文研
紀委J117 1992 

fil摘が]両j瓜とたi事111/J<UIJIの成Ifーについて_r.Jた術史論，"aJ1 1 1995 
過去2年間の研究業績

『海外所従rj'IJiI絵州IUJ l!Sふ1・m補版J(アメリカ ・カナダ編 上本文編 F

IX所[1の活動 99 
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栄ヲ|縦)(J~~出:縦) ポj事乍文献センタ-，'1立刊百IJtit18・19 1994 

教育活動

t奇 l~大学教jYF部 (1994'rl'度). 1氏品長野尖術大マ':(1995年度)

南アジア部門

加納 信事.Q かのうひるよし

略箆

1948.3生。 19701巨大 ・総本。 1990経抗争開J;(京大)01971アジ7絞済研究

所. 1980点x.研助教授， 1991 I"J教疑。

研究活動の復要

ジャワの山村地域を1:な対象に. インドネシ 7経済の!登史と~:U\を. *1村アジ

7の{也のlJ!l々 ，地域や円ノド.台湾などのJi)合との比較を念¥ij'jにiF{きながら研究を

進めてきた。官1初l孟現地での例目IJ村総の.J(例"間伐による現状分析に)J点をii"I.いた

が，その後は必裕の統，1十資料などもm いた.c~1ll量的研究と ftliJえ.i:tl! l羽の資料による賢

史研究にも対象を広げてきた。必近数年IUHま.オランダ，インドネがアの歴史家

や人頬乍省ι1'11部1，;..-ャワ北海防の-.i:tI!々 における段村社会経済l!'fi造の長期的変
化についての凶際共同研究を封bl!今し.その成*のとりまとめにねjJを-(1'いできた。

また.1.iiJ際経済的な視野から点「将アジアの貿易燐ii5の歴史的役化についても|民1心

をもち始めている。

過去の主要業績 (1994，3まで)

『パグララン 東部ジャワ J:l付の~l:{とまI附』アジア経済研究所 1979 

『サワハン F開発Jj本;liill-'の<=1'1$シャワ山村』アジア給済研究所 1981 

rq:l 1111タイ稲作/:l村の経済企mu七符)来f，(，k'苧東洋文化研究所 1986 
fインドネシア伎やI経済論』効や(，1} IJJ 1988 

F ジャワ付均年*の検証 ウンガランIlflの'jI例HW文研紀袋J111 1990 
過去2年間の研究集績

『巾;官iグャワ山村の綬i1'i変w チョ 71レi協の85年J(斜.fj:)*文研J長fiJ 点点
大学山i坂会 1994 

Di sau岨hAsap Pabrik Gula: M，出ryarakatDesa di PtSおirJau泊 S，ゆanjangAbad Ke-

20， Yogyakarta. 1996. 



「近代アジアの社会変筏 ジャワ， fTJF5の担lj業を・J~伊lとしてJ 上1話健治編『議

阪現代アジア l ナショナリズムとliil民IRI家J*J;t人;学IHfilx会 1994 

r~氏本命の政治社会学 点lYi・アジアからの...t.命J坂本義手u編 rl片界政治の情
造~勤 3 発J必jrt被m.!i 1994 

r凶際貿易からμた20料紀の*1対アジアh町民地経済 アジア太平i'l';rh協への

包炭層"1M史説。命J539 1995 

r，.フロンティア』とジャワニサシJr総合的地法研究J8 1995 

“Sentralisme Keuangan dan Prospek P町nbangunanOaerah Otonom di Indo・

nesia，" in O.J. Rachbini et al.， eds. Neg側 danKemiskinan di Daerah. Jakana. 

1995. 

I;l業の~~年」安rI 1l'~)ミ ・ :平日Ij}ミ編 rスハルト政総 Fのインドネシアの政治
と終留守」アジア終済研究所 1996 

他l点

教宵J活舌動

b点i反i点大学教j必霊つ学毛8部刊教j袋室とマy

i京i収i点大A今学?芋Eメ太〈γ:鍛鋭:緩B済守f午y.研究科 (1994.9釘51:年r判l度支)
学外活動

アジア政経学会(J雫'1i)，比(1羽アジア史学会， 日ノドインドネシアl¥GOネット

ワーク代表

高矯 昭雄たかはしあきお (1996.4採Jll)

略歴

1957.41:0 1981 京大統供。 1993 防止(経済学 ・ J~(大)0 1981アジア経済研

究所入所， 1986ラングーン外側語学院rWr:(1988まで).1993ミャンマー従業省
1Uj脳!神If"l終日研究n(1995まで)、 1996アジア絞済研究所退職， IciJ年*文研助
教授。

研究活動の綴要

ミャンマーの段村地域を主なフィールドとして，植民地JtIjからの限史H内まえ

ながら，~村経済の現状にl刻する研究を行ってきた。この研究は. ミャンマーの

経済史に関する文献資料の研究と， I2村の社会経済的造・とJ.(!:氏の政策への対応過

粍の相互関係を解明するための実態，J，~1tのふたつの)jff，jから進められた。 n会主
義政権問の山村経済を研究した下記の芥作 rピルマ ・デルタの米作付J!立，その

IX ，荷uの活動 101 
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ような，J措任研究の.~t;;の成巣である。

今後は， 1994-95年にかけて行った段付調伐をもとに，r di場経済体制J移行

下でのむi村絞済の変伐とそこから照射した体制の性絡の分析を， f也の*P旬7ジア

地域および11ノドとの比較を念日Hにおきながら，進めていく )j針でめる。

過去の主要望監続 (1994，3まで)

r ~自民地統治ドのドピルマにおける~r::終的政業』のj必1m : ファーニパル説の

再検社J~アジア経済J 26-11 1985 

fドビルマ米作付における段地政策の泌IJ札 1957-1987'tf:J rアジア経済J31. 

2 1990 

.ビル7式社会l::~長下のl辺地保イï: Fヒ'ルマー米作付の'IC例"rアジア経済J31. 

3 1990 

rピルマ ・デルタの米作付， r社会主義』 体制ドの政村経済1(研究双，Ir- 423) 

アジア経済研究所 1992 

「上ピルマ消i級村における!.::lJt担保行と1兵隊物の術品化:下ピルマ山村との比較J

織j}以弘')f:.編 f見ir均アジアの上地制J~と以来変化』アジア経済研究所 1991 

過去2年間の研究集繍

ミ十ンマー ・rli場経済体制移行下での米的必 rJllrlJiJJrアジ研ニュースJ160 

1994 

Fヒソレマ人のぷ儀と A~ 小&:i毘逸斜『アジアげl~々J 盟114RSE号 1994 

r 1'，ヒ'ルマ山本、Iの~外就業と階附鱗造:社会1:4長"j.;鯨lの -ir1i紙付を 'I~伊!としてd

;}<~fJよ給料 rJ.Rp純 7 ジア農村の就業機治j アジア経済研究所 1995 

"チャウセ一地方の河川泌!紙と段業J尉j十健二・篠山隆 ・多111"" '制 『アジア

の泌統制If.(t:JI<手IJJIJの効本化にII'jけて』新評論 1996 

型枠外，苦量h

アジ 7政幸子~~詳会，束尚アジア史i''{:会

拶1I1f< 悠 ゃなぎさわ r~9/)・

略庭

1944，11 tj:o 1967 J;短大 ・続本，1970 t花火大学院経済 ・1r;J11経済学専攻 ・修!:

g課程修r(終済学修 1:)，19721"ll'lJ 1:ぷ硲.iJJ学。 1993~ll l: (経済学.東京大学)。

1972横浜市、工大学文PH学節句任講師， 1976101助教授， 1983 *文研助教綬， 1989 

r，u教授。



研究活動の後饗

1~ イン ドそ巨たる対象と した近現代インド総留守!とで，中心的課題はI~~控 . ~.H 

fl~JムのJt~史的分析である。政府公文J?などの分析や付議ヒ地f特定台帳の'，.[ín:機に

トる~計 ・ 分析によって， 1911t紀以降 1980年代までの.付先5内北階l凶の上!1JJ所

t J附係， ktffi関係や小作関係の変終をJtl主主し， ド{IlカーストのI27た労働おl刊の社

会的統済的なn弘傾向の強まりを織機した。これに加えて，インドの伝米手工業ー
やo村小工業についてら検Jずした。 20世紀前，(:の刷インドではられた手織うた ・
梢米業 ・総指ii業 ・俸制l業などの発版を. ド駐日常Ju'iのfn'[性の強化に随伴する，こ

の階1(1のiM'lパターンの変化と1刻i!I!づけて把録した。 1930年代の臼印会ifliやイ

ント'労fJ!JJdi場についても.rflこの考察を加えた。

過去のま襲業績 (1994.3まで)

Soao-economic Changes in a Vi/lage日 thePad.φCulti凶 tingArea in South India雫

lnstimte for the Study of Languages and Culturcs of Asia and Africa 

(1しCAA).Tokyo司 1985.

r20 L11紀初Iめ南インドにおけるカーストと土地保釘精進の変動J(水μu'JJ1;と

JLJH:)点以外|碍活λγ:アジア ・アフリカdd文化研究所 1988 

・・?ν1ixedTrends in Landholding in Lalgudi Taluk: 1895-1925;' Indian &0-

nomic and SociaL HisloヮReuitw26-4， 1989 

f雨インド社会経済史研究.i(点ボ大争点作文化研究所)点点火?なH版会 1991 

“The Handloom J ndust ry and lls .Market Structllre: The Case of lhe Ma-

dras Presidency i11 the Firsl Half of the T、"entiethCentury，" Ind;an Ecoい
四 micand S.ocial History Reuie山 30-1，1993. 

過去2年間の研究集争責

rヵースト制度と被注目1J民第4~ ~~らしと経iì日〈お~.r，:)別イï，'} J;1.; 1994 

Local Agrarian Societies in Colonial Ind;a: japanese Perspect;ues， co-ediled with 

PClcr Robb and Kaoru Sugihara， CUr:1.on Press， London， 1996. 

flistoヮ and Socieり in South India， co-cditcd with Tsukasa :Vlizushima， 

ILCAA、1996.

A Centuワ ofChange: Caste and lrrigated Lands in Tamilnad .. ， 1860$ -1970s， 

Manohar， Oelhi， 1996. 

"Elemem of I!Jpward Mobility for Agricultural Labourer; in Tamil DistriclS， 

1865・1925・・ and “A Comparison with the Japanese Experience，" in P. 

Robb 剖 al.， eds川 L附 1AgTari・仰 Societies in Colon;al India: japanese PtTSt回-

tiues， Curzon Press， London， 1996. 

IX ，1((1の活動 [03 
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尚インドにおける小~化傾向とON小[業」出iZ博史街 r必~ アジアから

考える 第6{$ 長期紅会話k-動JJ.Ii点火，、y:出版会 1994 

「段付社会の経済変化と諸カースト Fl~1務11--;を (IJ心にJ j!ll川文子制 『カース

ト制度と被.xi;]111え *5{$ フィーノレドからの現状報告..I列イ1，守的 1995 

“Changt in Pad，のIYitld μr Ac開 inTamilnad..; A Consideralion of Sl111ιstics，" Dis. 

cussion Paper. 96 l. Januarγ1996‘ lnstitute of Economic Research. 

Hitotsubashi University 

{也に論文3点， /}p~ 1点， その他3点

教育活動

東京大学級、お乍研究科 (1994・95年度)，見Z点火・"f:総fi文化研究科 (1994・95

年度)， 5~üi~大学教疫学部 (1994 ・ 95 年度)

学外活動

日本I将アジア学会(JIIl・Ji)， 1刈際経済乍会. 仁地lliIJt支史学会 7ジア政綬学会.

u会続前史学会，1M央常研究会， Jお京外f時話人;乍7ジア ・アフリカdJ吾文化研究
所共同研究只

中'l!. 成な なかさと芯りあき(1994.10府内線)

略歴

1946.12生。1972点大.x・東洋史学， 1975 ~巨大大学院人文 ・ 修 1:.lI! f'~修[，

1977 J科大.k:下院博上oi抑制Jillo1987留学博士 (Ph.O.カルカ > '1大学)01977 

点文砂Flj}Jl三(1983まで)， 1987 (財)点作文101<1治;.VlユネスコIiiアジア文化研究セ

ンター調丘資料家長， 1988神戸大学文学旅助教俊， 199H綻文研教授。 1993ロン

ドン大学SOAS客員研究員。

研究活動の概要

これまで Eな研究テーマとしてきたのは，他民地支配期インドのベンガル地)j

の社会経済3とである。この分野での主要な研究成集はiA文の符;!?にまとめられて

いる。このJSlfでは. 18 11t紀末にイギリスが導入した 1:地制度であるザミンダー

リー制が， その 100年後!反ベンカル地)jでどのように終能していたかを， 上地

所fi・の実態，地代徴収のシステム，上.It!!，!i喝のill!Jj;'jの Zつの角度から分析した。

またもう一つのテー?として.インド国tuliを中心とする第二次大戦J!llの1I印関

係や，それと泌後に関わるインド独、EのN¥J/Uilこl民!心をもってきた。必近(;;1.， この

)ilfliの問泌rJij心を発展させて.インド ・ バキスデ Y分~'ft独、7の社会的 ・ 経済的背



22を解明するf上'ドに取り組んでいる。

過去の主要業績 (1994.3まで〉

「インド問民市絞半IJをめぐ ってJ1ゑ附暢子総 rr特アジアの民悠巡!li!JとFI4:Jア
ジア経済研究所 1980

「ベンガルにおける 1:地所0・般の巌mlJn後史と地姥J402 1989 
“The‘Mobs' in the Calculla Communal Riol of 1946:' in T. Yukawa， ed.. 

The pr.附 'edingsif Irltematil/nal Conference on Urbanism in lslam， :) vo1s・.To-

kyo， 1989， vol. 5 

“Superior Peasams of Central Bengal and Their Land 卸lanagememin lhe 

Latc :¥[ineteenth Century，" r，判アジア研究l2 1991 
Agrarian System in Easlem Bengal c.J870-1910， Calcutta， 1994. 

過去2年間の研究家繍

"Survey of Rcscarch In，titUlions in India (3)，" Asian RtSeTch Trends 4， 1994. 
18 世紀末ベンガル段村における k地~{:Iとカ ースト一一ピルブム県シュ ノレJレ

村の検地銀に見る」柳沢悠編『カースト釧と被差別l民:m例@ fi，らしと経済』

日月イゴ川;S 1995 

「太平洋戦争とインドj r例文J367 1995 
「日本における発展途上同研究 ( 1986~94) : インドー経済史J rアジア経済』
36-6・7 1995 

「ベンガルにおける 1:地所合iir，IJの坂|泌と地域性Jr総合的地峻研究J(成果報告
JJシ1)_ズ)9 1995 

“Regional Pallern of Land Transfer in Late Colonial Bengal，" in Peter 

Robb et al.. eds.， L出alAgraばanSocieties in Colonial India， London， 1996. 

教育活動

*京大学大学院人文社会系研究科 (1994・95年度)， !起点大学大学院総合文化

研究科(1994・95年度上 東京大学文ヤ$(1995年度)，東京大学教徒学部

(1995年度).東京大学教袋'y:部教授学科 (1995年度)，J:It京外閑語大学外i判読学

日s(1995年以u

学外活動

日本市アジア字会.Jndian Hi>tory Congress， As削 icSOCiCl)' of Bangladesh 

rx所[lの活動 105
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)1:原 理事~t い付・りは (1995. 4 rr;1lJ) 

略鹿

1969.81:0 1992京大 ・教ji・教1'1:司王， 199H巨人;大乍院総合文化 ・地域文化 ・

修 I~J!W修 r. lti)'oドボ大大''1:鋭総合文化 ・地域文化・|呼1::.深程入乍.19qう必大大

学院総合文化 ・地域文化 .R? b深夜iMツ':0[，，) {l二JUx:研助手。

研究活動の復要

者I[民地j切の丙インドにおける政治 ・H会史を扱っている。特!こ 19lIt紀後、l'の

Ilß rfillll叩けを分針し.彼らの rtlij~J 像.&び7 イデンティティのあり )jをIIJ) ら

かにすることを目指している。現在進.めているのは，前インドの尚 l::総局Idi・7

ムダーヴァードにおける社会・文化活動である。今後，この都l，fjけs惜Jh"rの分析を
20 U崎紀初期にまで広げ.ガーンディーの以!Ii:巡勤とのl潟述を検"すする予定であ

る。また以前に1!ll也前後の代表的政治家であるグ7''Jラプバーイー ・バテールの

阿家約想、を論文テー?として級ったが.r!!iインド ・グジャラート出身のこの政治

家を.都市中間制分析の枠組みから再度検討したいと考えている。

過去2年間の研究家繍

「インド独立と詩在日司の統合一 詩H凶省のハイダラーバード政策Jrアジア経
済J36-3 1995 

学外活動

日本南アジアザ:会.尚アジア研究会‘ j.!Uj".jI:会

上村 勝彦かみむらかつひこ

II!Il: 

1944白 3tf:.o 1967京大 ・文 ・仏文-'jC.1970!M:k六学院人x.・印有 ・修上手単純修

r. 1971Itil Þ，~ 1:.llI!N退学。 1988文学博士(京大)0 1971 ~花火文学部助手. 1973 

財団法人東)j研究会噂任研究D. 1978 凶，u{:I~ノkfy:文乍$~ljÆ議匝Ii. 1980 [11]助教

俊. J9S6成文研助教t受. 1989同教俊。

研究活動の概要

最近の研究活動は主として二つの領駐車に分知され得る。~ーは.修上高語文以米

続行してきたサンスクリット持論にl対する研究である。南インドのマドラスに紛

街中に-u:手したラサc;定的陶併)の限必の研究は. I事1:論文'インド凸・9U泌i事lA

におけるs.的経験Jとして結実L. 1990 年に見i洋文化研究所 (JU;~t大学 rllJ散会)



から出版された。アーナンダゲ)'Iレダナの.r;与論.I}rドゥヴァニ ・アーローカ』の
翻訳は先fし，Idト.その研究に従・JJしている。

第-.，ま叙7I2寺fマハーパーラタ』の繍.1Rと研究である。 rパガヴァソド ・ギー
タ-Jの納品!といくつかの研究論文を発ぷし日下「マハーパーラタ』の翻訳の

It'Hを続行している。

過去のま要業繍 (1994.3まで)

『屍J担..1-五ilr.J(誠)!4!i芋火J市325 1978 
rインド斜IJEJLjZJi4A箭 1981 
「カウティ'}ヤ~利論J (沢)(上下〉符波文/t!i 1984 

rインドr1i・興演劇論における来的経験 アピナヴァグプタの rasa~命J *文研
事担符 1990 

『パカヴァ y ド・ギーターJ(品I()fi彼文!者 1992 

過去2隼聞の研究業績

「アーナンダヴァルダナの-1'脂JrEIlJJt桁学仏教学J9 1994 
fDhvanyaloka ，沢花制iill(1)(2)J ~J友文研紀要J 126・129 1995・96

r古代インドの宗教JR _，j;:紋送出版協会 1995 
「インド古典のことわざJr世界ことわざ人:下典j大修館 1995 
教育活動

*J~大学'教~...{:部(1994 ・95 年度). -*，~~大ヤ:人文社会系研究科 ( 1994 ・95 年度)

学外活動

日本;印l立析学仏教学会(J>f.議員)， U本仏教乍会，仏教思f虫学会(評議ft)， [J 

本市アジアザ:会、インド恕忽!史学会(珂!，fi)， I刷、n法人東泉大学仏教「;ff-会 (P~

'jj:長)

/k ノ !~I... a訴 えいのおしんご

略庭

1948. 7 /f;.o 1971ふ大 .;i(・汚マ:本， 1973京大大学錠文乍 ・党結ヤ:党文字修上

，，*.r~修(， 19761司博上諜f~i経学. 同年学術品i興会焚/]j)J研究員 ( 1977 まで)， 1977 

vtjドイツ ・7ールブルク人;防上課程入?・，1980同退学。 1986哲学的 1: (Ph.D. 

マールプルクノ記入 1980九州*御大'予が任J法制i，1984 1喝な民鉄学時物館助手.

1987 r[，]助教綬， 1989総合研究人;ヤ:銃助教授併{壬，1991-*文研助教俊， 1994向教

俊。

IX lYiUの活動 [07 



108 

研究活動の需要

1984年より並l)f)5した同也民族学織物館.():戦中より数阿インドに滞.(J'し， .itイ

ンドの段村で伝統的なパラモンi主のt盗事しを比る機会を似た。修 I:.il!JUf"r:ιIJより

研究していた古代インドのウムーダ祭式との火きな足に%付き， ll~後Jl1J ヴェーダ

文献からプラーナ文献などを中心tこ， mf'EIこまで{ええられているとンドゥー儀礼
の形成と変泌を研究。また. ~tインドのミテイラ一地}JのパJEを修仰しそのミ

テイラ一語で滋:われる低カーストの人々の儀礼の欲を採集し，分析.研究をfrっ

ている。民衆を凶本としたヒントゥー教のあとひとつ i[(~な箭動である明地巡礼

に|児しでも， Jtインドのr~地をs訪れたり，プラーナ文献の中の明地に|測する文献

を研究している。

過去の主要業績 (1994.3まで)

Dit Coturma抑 <X1erdie altindischen Tertialotfer.品取sttllt1Uuh dtTl Vo町chriflen

dtr B耐 manasund der Sraut剖 ut昭s.Monumen凶 Serindica18. ]n.titu凶 for

lhe Study of Languages and Cultures of Asia ancl Africa. Tokyo， 1988白

‘'Changes in Hindu Rilual: Wilh a Foc凶 onlhe Morning Service，" Senri Eth-

nologi印lStudies 36. 1993. 

Fプラ ーナ文献が記述する秋の失神の大去を~r東洋文化j73 1993 
F グリフヤスートラ文献にみられる儀礼変容Jr.*文句f紀要J118 1992 

rYlahadevap可a-Milhila地}Jの‘j瑚l報告Hl吋立民hx''f:p.y.物ft1'lJ14 1989 

過去2年間の研究家繍

r 1993 ~ドのI設史学界 In1顧と版q 尚アジア ・山代Jrst!っと雑誌J103 5 1994 
"Tht 匂̂gatancami as describωin thc PuralJlls 剖 d its TrC3tmCl1t in lhe 

Dharmanibandhas，" joumalザthtjatantse Association for South Asian Struiits 

6. 1994 

“Analysis of lhe RiLUal StrUClure in the ]¥;!lamala，" in Y. lkari， ed.， A Study 

of tht Nilamata: As，μtts of Ninduism in An口問IKashmir， InSlilUle for Re-

search in the Humanities， Kyolo lJniversity. 1994 

「文献学.(fとフィ ーノレ ドワークJr民間i垣{，iJ67 1995 
『ヒンドゥ ー数年中儀礼の形成 ティティと担1I絡の給ひっきをめくってJ

h勘Mom山 Y、山c白n川ltaSe町rindω1C阻a2お6.見ミ』京外l司語大'学アジア ・アフリカ弓語文化。f究

所 1995

「派をつくるイ1:777 インドJ111本紀夫 ・ おJR%(ti~ J\'r納づくりの氏自主誌ユ
八坂，1})Jj 1995 

|古代インドの拘 スラー JliJ..t>:紀メミ ・ 占日I~，IM再編話Fr滅づくりの民族よ』八



~1: jl{ijj 1995 

徹宵活ぬ

泌氏)¥.学大字院人文社会系研究科 (1994・95~lミ;変). IjJ央大乍総合政;.u';::昨日

(199511'1良)

今外活動

11本I+iアジア乍会('.:;:;l'i5 .PI! ! J i ・ 制~安L1) (1994年度).11み:itiγジγヤ会

(常務flH'J(・対!l委員長)(1995fドIQ). ~以外IN.áλ;マ: ・ AAIiJf Jthil研究11(1994. 

4-1996.3) 

。4アジア部門

鈴ノト 椛 f'1"_;たfζし

略底

194i.9 '1 19iO朱)¥.・1.t"i<.1972京大火ヴ:技法乍 ・政治・修じ24Feltまにか1

wトルロl崎.A スタンブル大ヤWI'i・(197'>まで). 19i91M火大乍院TY.I.'以FtiUAy--
仏líf'{' 従rr~興会実助研究口. 1980 'iL人法つ:~81í助手. 1982 [.iWti¥， (..Jil: T'必大学

.J!{fi郎7;il'常勤講師.l'í]II'*人大?~;.:法マ: ・ 政治 ・ 博 t.í実fl修(. i.t'r-r.' 1: u!i 
)¥.)0 1983 *文研助教綬. 19911..J教授。

研究活動のif!. 

.!lUI のところ，腕究対象 lふか勺てのオスマン借|吋を1) 1心とする IJijγ ジアJtB!!~

である。研究テー?として11. オスマン.，r，'11iJのケースをι(1心に.イス号ムIltWに

おける. 1)政治体のム;配制i総と支紀エリード.2) t1tW鉄rf.・政治的統合 ・γイデ

ンティティー.3)文化と社会の1m.の3分野にわたる。そのうら.1tH>中心的

テーマ~;!. ilij近代の，...スマン情悶の瓦配製l綴と支配エ jートについてであり.側々

の支配ヱリートについての微倒的ロブロソ 7~ グラフィ一的研究をi1!.めつつ伝説

的はエ j ートと文書己組織の~i!!史会f構築しつつある。 2) についてI.i. jjiJ近代にお

けるイスラム|吐界主主序のHnとその前11-]gJにおける統合とアイデンティティーの

変%を.iJ}ょJ<:"1。
過去の主賓業績 (1994.3まで)

rォスマン-ff，'[刊のIt}Jと.J:1) -卜J!Jυ;¥人下11¥版会 1993

『イスラムの家からパベルの続へ 寸 '̂7 /.m[唱における ~tíú:.紋の統合と Jt(rJ

IX ，#i'nのだíl~ I 109 
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リブロポート 1993

~I刈必 イスタンプル歴史散歩』河IIJ，%j新社 1993 

Pオスマン帝国 イスラムll!界の采らかいが伽u.. ~談社現代新，qdt淡社 1992

「スレイマン大帝時代オスマン怖の人ヘド相と宰相たち (1)-(3)J n終文研紀要』
10い 103・106 1986-88 

過去2年間の研究業績

『食はイスタンブルにあり..NTf 1]¥版 1995 

rQ1J.l.!入国記.1(編著)総作法令 1994 

『イスラームの世界史J(j.t純比〉全3どさ必談社現代新」fJ持談社 1994 

「パクス ・ イスラミカから現代lIt界へ4 小杉~編 rィスラームに何が起きてい

るか 現代111:71とイスラーム復興』、ド凡社 1996 

「世界秩序 ・政治fれ位 ・支配組織 比絞のなかの後期イスラム帝国としてのオ

スマン帝国~ rJ.lii下文化J75 1995 
「イスラムと同際関係」宇野健一郎総 n必~ 現代アジア..4 東京大学tH阪会

1994 

「総織とぷ配ーー後期イスラーム術同オスマン怖の幼子守」後総I明細n誇隊 イス
ラーム世界J2 栄光教ff文化研究所 1994 

「伝統的オスマン社会における奴波の治相Jr舵史乍研究~ 664 1994 

他 15点

教育活動

東京大午大学院法学政治学研究科(1994・95年度)，見4点大学大学院人文n会
系研究科 (1994・95年度). J.iミJ;tλ;乍大守:院総合文化研究科 (1994・95-tfJ!t). 

~応義強大学大学院文字研究科 (1995"fI交). f~)r:;4義教大ヤ文宇部 (1995it，(([). 

，'i'I!t'、戸院大乍I同際政治経済学部 (1995年度).横浜市立大学大学院国際文化研究
科 (1994・95年度)

掌外活動

1斗際日本文化研究センターJ~I"J研究i1. 比校法:止:常会(Jl[! 'Jf).地中海学会

('，:主任委W.[14>:オリエント争会 (rオリエン卜 d 編集委員). [1 みコ 1'*乍会('~f.

議[1)， f:l;ll:[詞際政治学会(浮議U)



~得 策ifi ながさわえいじ (1995.4採flD

絡廃

1953.4生。>1.(大 ・経本。 19767ジ7経済研究所入所. 1981エジプ卜派.itt

(1983までみ 1995>1.(文研助教俊。

研究活動の慣纂

エジプ卜を中心に近現代7ラプの社会経涜史研究に取り組んできた。l::'~な研

究テー?は，次の阿つの飢織に区分できる。第一(~，近代エジプトの綿花経済の

形成にl渇する研究であり，とくにc)l村移動労働ぷ-ゃ， ii'/iif!f11itl!庄の変手fの問題を中

心に考察してきた。また，綿花経済のj隆史的性絡をめくるl災業資本主義論争を，

)U!t l:~長巡並}Jの展開との関.i!I!から分析した。 m- は，ッ;働移動のI~~:mを1[1心とし

た労働経泌学的研究，第 ".1ま，エジ7 トl::l村を'Ji例とする社会ツ:的研究である。

後必ーではt r主体的なテーマとしてl災村の権力機~や. t;j;rli移住に('l'う迷拡必識の

変符などを分析した。第pqは.知識人命と民衆fドH!1旬、治mを中心とした現代アラ
ブ思怨研究である。

過去の玄要業績 (1994.3まで)

『東アラブ社会変手干の構lヌIJ(編，If;)アジア経済研究所 1990

"1* 政治 ・社会J<'11ll技研究シリーズ第 10主主> (編l;:)アジア経済研究所

1991 

1世界総業の包!I別とエジプト段村の7'j働力問題JIIJJVの憐治化jくシリーズt!t

界史への耳目 L 、第 10~.> :t~.波占的 1991 

r Iisdi化と社会的.i!l!W，-I:エジプトI::!Hと7レキサンド IJ7 r!iiJJir'J労働省礼会
との事例比較」加納弘勝紛 rq，点の民衆と社会怠.1ll:Jアジ 7録済研究所

1991 

「現代アラブ!J:¥:tH研究のための1111-J制 1的危機と第2のナフダ_fJf能武次縦

N'>I.(治|判における政治経済変動のw占相』アジア従前研究所 1993 

過去2年閣の研究家繍

rr石油のほ』と移民労働 中東iffi主fll国への労働力移動J~llI制ftll~ 同際労

働移動と外同人労働.ffJl，iJ文館 1994 

「近代エジプトの村長織をめくぜる精力関係」伊能武次編 rrll~↓iにおける同家と

権))11持活』アジア経済研究所 1994 

「エジフト 泌i税制度改，'fi，の新段鱗」掘JHiL・篠IU降 ・多111防総:rアジア
.JiI吋のi1'I'級制度 水干IJmの効本化に向けてJ新d宇治社 1996 

'''An Autobiography 回 CaseSludy of an Egyplian Sociologisl: Sayyid 

IX訴uの活動 111 
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'Uway.， Th. fJistory加hichI Caπy on A今 Back，"Mtditman岨 nWorld XIV， 

1995， 

JF詳 』目線i事fir払的 IJll!f苅#J:1fとエゾプト社会JJ rアジア経済..36・10
1995 

{也9fi

教育活動

lUi'f三大'下経済学部 (1994年度)， J.i.f京大学大学院総代文化研究科 (1995?ドlえ).

見.!J;-t大学大乍':1淀絞済学研究科 (1995ir二度)， 咽橋大学経済?:郎 (1995年度)
学外活動

[Jノドrl'J.i.f学会(評議W.[1'"イスラム協会. Il~ 'ÎLl~}j主乍WJ物館共同研究cl

総谷敏雄まったにとLお

稽皮

1937.3'1'.0 1961 J.i.f人 ・教炎 ・教li1'-， 1963!.j.(大大'下院生物 ・人矧乍 ・修!?;浪

花修t.文学修 1:，1965制|事 t説H'J!退学。1965~文Iilf似~l. 1972 [oiJ ~I刷工必自li，

19741"J助教綬， 19841"J教俊。1992点火;研rJr.k&び}jU心不議lli¥r!びに*洋学文献
センタ-1ぇ(1994まで)

研究活動の筏要

1964年にイラク・イランでの発似調伐に参加して以米， 今11に-f.るまで-0

Lて， I，LJl I~やシリアでの考占乍:的発似に従'F してきた。 rtj7 ジアは.門然界に {i

(1・する食料を獲得する経済から人級自らの'fで食料をと主夜する経済へと地球1:で

./llも叩くに修行した地妓である。こうした人綴史1:の!耐期的えi.~化をitt幼;から 1!}

られる実説的な，J[拠により跡つ):tるのが 1:たる関心1J ~といえる。したがって.千二

がけてきた.i1'i跡(j:， ごく初期の山桃~ぷ糾Itの銭されている治itt跡である。イラク

ではテル ・ サラサート itt~第 2 ~-;-任がそれに談、河する， 1985 lドからはt'lら調合

I寸|を組織し， シリアでiNお，lJId1iを~鈍してきた。カシュカショク[)_ ~.;. fi:， コサ y

ク・シャマリの 2 つのitt~事を~M した。

過去の主要援繍(19与ι3まで)

初期JI::!付村必の研究~ I点火併*t!'tl:J47 1967 

fヒセとチヰ rJ.i.f文研紀2L58 1972 
Jt縦Teluleth・Tholathot点文研報告m.lv1975・1981.

J~総陥limehjon J.i.f文研縦伶トII 1980-82. 



調~TtU Kashkashok: The Exca回 lionsal 7￥II No. If， 1991. 

過去2年間の研究集鰻

ttE沢 ，lif~のメソポヂミアJ ~"Jtr;iJf，li 1994 

Y. 1'¥ishiakiとj七r， "Preliminary Repon on lhc Archaeological lnvesdg剖ion~

al TeU Ko品主 Shamali，The lJpper Euphral"". Syr.a: lhe 1994 Sea拍 n:・

Akkadica 93. 1995. 

なぜ凶アジア新石派時代を研究するのか ~;~~Å(Yè ・ 必ノド俄紛『文明の採点を

妹る 新イi2ii時代の内アジアJ r，-i1成~I・ 1995 

tJl.i秋山;広と共汗「シ 1)アの先史時代逃跡， テル ・コサ yク・シャ 7 ')の~~(i

(1993 1994年入総本健編「ド成6"1ミl支凶アジア火研究のデ-$'ベース化

!こ関する総子守的研究 賞¥2[ul尚アジアブ'efiJ1 J'3 fl知行，lJJクパフロ 1996 

''The FunClions of sedrock Pits from PotLery Xeolilhic Sit出 in)1onh主I{，"，o・

potamia，'‘ co・aUlhor.Y.メishiaki.Subarlu IV (fonhcoming in 1996). 

教育活動

J;lui(.k''f: )、ご下院人x:f士会系研究科 (1995・96{I'度).t4uil大学大'{:院総fT文化
研究科 (1995・96'.fl変)

学外活動

I1み;オリエント乍会(JlIliJ')， 11 --1三乍術会ぷ ・ l+tH<戸cl!~民委II会委ll ， r!i f~ オ

リエン卜間物館，浮ぷ_U.im妙、百1)l'何焚fy:会主s1ヰ1i'L11三

;j;J[l1 JF. :Wt.:ま.:<L

略歴

1953.7'1'0 1976 r;(大 ・ 文 ・ ~乍本 1978 )j(火大学院五ぐ'j!;・!.Ili下史 ・修 1:深f'J

修(， (，jJll:(，jJr.~ 1: .. 浪花.i1E学， 1980パ 1)第3火'81'手， 1984 $;(大JCF税問 1:ぷ科iId

マ: 1984イラン学第3)倒的 1:(パ 1)知3大)01984乍術指占領!会実励研究μ， 1985 
J;~大文ツ:部研修Ll， 1985 >1:術振興会特別研究tt 1986 iIl総揃k子大学文'宇部助

教綬. 1989 W.X研助教授。

研究活動の権妻

統一的であると同時に多機性むuするイスラム|問料の'11で，~'Jに flíj近代イラン ・

イスラム1ft界を研究対象とし，以下の3つのnに沿ってその特徴そ拙llJ，解明す
ることに苦手めている。

第 iのw立. 16 t明己から 18Ilt*èにかけてイランを'11心とする II!~を統治した

IX I再uの活動 113 
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サ 7γ ヴ.~ -WJl対~の政治法!. :1;111立史を 1:としてベル γァ :fi文献金IIJ~ 、て研究す

ることである。

お2rま IÎÎj近代イラン ・ イスラム Iltytの郷市とその~I 会におけるイ号ン . "ス

ラムIltw的な特徴を検却することである。liIlrli名*.ワクフのおり}i，tlIldjのト

ポグラフィーなどが中心、(J'.Jt，;テーマである

お3(ま，イランのみならずイスうムILr界全般の宗教ill築((:スタ.マドラサ.

2史的iなど)の研究である。 JJltt!!，'~I， 1tによって.これら宗教ill~の筏能やit築史的

な .c.~昧の解明に苦手めている。

過去の主要買績 (199-1.3まで)

I~ 伽h t/ Its Qizilbas. Lt S)'SI，>mt mililo;rt sofot"idt. 1987. 

.イスラム郷市研泊¥I.f収入:?1I1阪会 問 I

『モスクか42るイスラム火 住宅込と政治結ijJJ 中央公論~I 1994 

渇去2年間の研究集積

Islom;， Urbdn StuditJ: lIi，¥lori(ol Rt.iew ond PtTStt，ti.es (co.cdilor). Kegan Paul 
r nternational Ltd目・ 199，1. 

1'4アジア ・インドのムスりム|吋主体系H議I'TA世界!と2 .ilî: 1~IIrWへのiGJRF

史学!iJF究会結 ~Wk午tll阪会 1995 

イラン 前近代.rイスラム研究ハンドブ yクJ(Jtl.') -:;::)\:f~(fUI~~研究明
1995 

『シャルダン『イス 77ハーン泌』研究 17世紀イスラムfl!llilldiの1'11霊』東

;z研m向 J.lu;t大・，，{:il l)~J(会 1996 
"The Characlcr of lh，・しrbanll.ationof lsfahan :n lhe Latcr Safavid P('. 

riod，" Ptmbroke Papm .1， 1996 

1也6点

教育活動

取J;(大手大rÏ'-防人文~l.会系研究科 (1鈎4 ・ 95if:度). !.IU;(人ヤ入;乍院総(';xlt 

研究正， '1鈎4・95ile/!r).おぶのIl<!'(f.大γ文教n'.f:ru;(19'H ~I:I主). IU形人ザ:

.i('j-';';j) (199-1年度). ).:I'~i ，h I~.Å乍JE'Y:郎 1994 {ド，王〉

学外活動

11本中東学会 m滋m.11 本オリエント学会{揺る~1i-L1). 史.~(:・会 (;;f:議[1).

11 ふイスラム協会c;'r ，~LD. 決)j'下会.見J.r下!と研究会. IIlU':'jγyγ研究会. 11 

仏見tï干:.~"l会 C~干泌W， I勾|始アジγ火・学会 (1常訪問t'H).So川、1('a，iatique. A同 0・
，iaLIon pow I'avancemcnt dl'~ (1川 dr，iramennes. Ccnlrc d'elUdれ，、l.Hniquc> el 
orientalo d'histoire cOIn(Jarl'e (しRA1059. C:'¥RS)， \I.f以外 L~II!~ 人 F - AABFA



ItiJ研究11(1994.4-1996.3). Ilq\'J.L(~長ザ:問物館共同研究11 (1995.4-1996.3) 

山111巾EH子 守まはか中りこ

時鹿

1966. 1 位。 1988米国 ・カラマズー大ヴ:・1ム沼/美術本.1991 J.Ii大人~''T:院総合

文化・比鮫メca-Z比較文化・修1:，;ぷ花修(. lOiJ作成人:)..::'J:鋭総合文化 ・比較文乍比

較文化 ・|噂 1:諜限入ヤ.I"J "1:学術革E興会特別研究tl(1993まで). 1993京大大学

院総台文化 ・比較文?:比較文化 .r.l}上~程退学。同年J.Ii.>cliJf助手。

研究活動の概要

中東イスラム IH:~における「アレクサンドロス物J!tJ のid番と~'Õを研究.ilI!組

としている。 ~UEは.特にアレクサンドロスとアリストテレスの飾品m対係がアラ

ビア必 ・ベルシア訴の教riJiI.I}. Ltnの鑑~ )ピマ"物J51宇でどのように悩かれて

いるかを探ろうとしている。ギリシア ・ローマ世界に流布していたとされるアリ

ストテレスがアレクサンドロスに宛てた助バを合んだ占的集がアラビ7cilf~こぶさ

れ，さらにベルシγ文乍fこ伝わった泊料を.iGいながら文Iりi閤|日Jtの接触.交流に

ついて考祭している。 1994"fl0JJより学術振興会海外特別研究員としてパリで

写本 ・資料の収集を行っている。

過去の主要研究業績 (1994.3まで)

「美術史家としてのアーサー ・ウ品ーリ一 手~i烈 r休fJ{ω致集』のフ五/ロサ

ぷ(l1(びウェーリ-.iJ(をめぐってー r比校)(巧lliJf究J59 1991 

rfi1lrliの誕J1二と死 アレクサンドロス伝説におけるアレクサンドリアとベルセ

ポリス(1:)(ド)Jr比較文匁研究J61・62 1992 

rl9ej治IJ本人のベルシア体験 山fIldA宇使節Id'jを小心にJr比較文学: 35 
1993 

From EvLl Deslroyer to Islamic Hero: The Transformalion of Alexander 

the Great's lmage io lran;' ，. FI;j.:中東学会年報J8 1993 

過去2年側の研究集縞

「文句1をJZえた明IltJ liIi市とill築」桜b1維で監修 ・後藤lりl制 文明としてのイ

スラーム '¥1'1;朕イスラームIU:W2J栄光教行文化研究所 1994 

「砂淡の愛と持とW..d ライラとマジュヌーンの物.fUriilJ文J1994.7 

fグロ yサり- !jH] -:Ìlû徹 ・ 成長~t'I ・ 黒木災光縦 I イスラーム研究ハンド

ブァク』栄光教ti文化研究訴 1995 

[X所11の活動 "5 
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'(:会発表 Th.. Philo、。phcrand the W;_" K川g:Ari机刷1..and Alcxander the 
Grcat in Arabic and PChian Literature-("1際会議 r-/' "'}プIlt界における比
校Jヒ'1: 1995 íl~ 12 JJ 20 -2211.於カイロ大py-- エゾブト

学外活動

l.f!λ;比絞文学会， 11本!t牧x"j!:会，r吋際!t鮫x.マ:会. 11本中¥1.[''j主会，11，j.:オリ

エント'字会

i愛践明ごとうあ畠ら

略庭

内41.7位。ゆ65J.I.l人 .x_・泌;下山本.ゆ67京大大下院人文 ・!.I.!i下火 ・修 1'[叉

J'J¥i臨{o1967 (財)必J下文wωf冗'(， 1968 (財)成i下文1・1;附j?1Lヰ λロ見!l' :)ア
文化研究センター研究U.19781111路大マ:人文乍i1ii助教俊， 1986(，Hx佼. 1987 * 
文研教綬。 1994*x.ltlfi~i l~&ぴ浪人dぷu、tv.ひ1二l.f!iγj!'J(似セン SI -!<.を{片任

( 1996まで〉

研究活勘の賓重要

1) 初期イスラーム(ltW~との1占鎚fi科であるハディ-;:r.のr.，' '1!fiHと Lての(f

効性について引き鋭き検討をirった。 2)イスラームIlt界の中核であるけ'染地厳

のじ!とを. イスラーム以前の中東のI~犯と結びつける (i，mを継続した。 3) イス

ラーム|吐界の阻史の以1mを， .tU!!まJU伎の人娘史の.j.で{なii:iHける('1:;ねを総統した。

4)刻代のイスラーム1ft対とf1本との関係を，エネルギ-filll;u:a組合判lに検討し
た， 5)アジアの{ム統(f'.JW体系 L近代仏の関係を検討する{J)f究会令中11縦した。

6) 11 本におけるイスラーム拙I l( j~I: Wf'ftのレヴューを行った。

過去の玄要案繍 (1994.3までJ

『イスラーム世界のp.. ~.ltJ u ~，:1.氏滋II!版協会 1993 

rrJ~典 イスラームのr.II.littJ(民宿)OJP..紀持(J} 1992 

『メッカ イスラームのlilirli社会J'11*公治社 iリ91

『シリーズ ・位以!どへのt::ll、1 'i，~ '1!におけるn然J(Jt制)訂版¥%1， 1989 
Vムハンマ Yとアラブ』例11新IlHn 19ω 
通去2年間の研究集繍

r文明としてのイス号ーム よ1'1，1也イスラーム|せ!JI.2J (ぬ~)栄光fxTt文化研

究所 1994

-A Cha Ilen~" 凶 tlll' '¥olion of トlamic Cill"'.・Tht Proctrdings 01 Ih~ 



bltemationol Coriference on UrborlIsm in Islom. Thc :Vlidd1e Eastern Cullure 

Center 111 Japan. Tokyo. 199今.

人数火 Lのイスラーム ~ J(OJlとしてのイスラーム 治略イスラームI1ト!f.!.2j

栄光教行文化研究婦 1994 

"liadith as Hislorical Sources for a Biographv of thc Prophet.、Orienl30・31.

1995. 

“しrbanismin Is1am.~ Historicol Sludi.. in Jopan VIJJ， 1988 1992. Yam必awa

s、'uppansya.Tokyo. 1995. 
教育活動

).Iu;(λご"'f:.人;ツ:院総合文化研究科 (1994・95年度).uu;，(大学大学説人文社会系
研究科 (1994・95句'1].0

学外活動

[14オリエント学会(珂!"JC・純然変m.114>:イスラム協会(，P11'J~ ・ 編集委11)，

11 本tls.l-在学会(JlH'JO. 史字会(~'f-，滋m. ナイノレ・エチオピア'γ会(Jf.~民日)， 

(似)見!~芋文loKl在任研J'ltl. I小工以11;.(;:博物ftl'U七[.il研究員. 1刻、.y.b.';絞っ1:憾物館地

~研究~I曲l交流センタ-.illi符委H

鎌川 繁か正だしげる

略歴

1951. 3位。 1974*大・文 ・ ぷ数学~1i. 1976 *'人大学院人文 ・ぷ教乍・修 1:

凍結修 r.fiiJi 1:1.;Jl'-'1 !:ぷ作進学. 1977・817γギル大，、'r:イスラーム。手研究所(カ
ナダ)WI乍. 1982東大人.，学院附l:o!lif r' t~.似取作ìJ:!学。同作成大)(予:~iI助子.

1984 *以外大外i時日1i'宇部非常勤~tij師， 1984.*文研助教授. t9951r.iJ数民

研究;舌鮎の援要

人間とは何かというIlaいは.その入院!のおかれた文化の脈絡に比、じて徐々に終

えられてきたq イスラームという;i:教体系のなかでの解容を採るのが製作の研究

のねらいである。人mJのみ・米のを5の尖裂である人則的完成は心の機態に大きくか

か勺ているとJ7えられ.イスラームの村1館、家の宗教がn心jの，記述を分析し期解
することから研究を進めている。近年はシーア派のイルファーンと呼ばれる神秘

!41忽lでの心(í:.i~祖)の1111:泊を 1・.安な以;遁としている。しかしイル7T ーンはシー

ア派のJ41怨的枠組みに大きく俊:.tð れているため.シーア派の知(~~営J司令vf;を被

聖子に入れなくてはならす， シー7・i1i¥それrH本の特性をJfえることも研究の-，llj!地

IX ofr!lの活動 117 
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となっている。

過去の主要業績 (1994.3まで)

rモ yラー・サドラーの辺魂諭 ~.\'.í.Xflをもっ省たちの'，~;IIlJ 校訂 ・ 沢i't雌び

にrf~J イスラム思怨研究会 1984 

「モッラ四 ・ サドラーの r;j釘焔~II，命J .1R注H京文研*C!~J 100 1986 

“The FirSl Being: Intellecl (冶ql/khiradh)as lhe Link belween God's Com・

mand and Crealion according 10 Abu Ya‘q日bal-町出anI"r東文研紀妥J
106 1988 

「イスラームにおける救済の前総 スンニー及びシーア ・ハディースにおける

イマーム鋭Jh図表編『数済の諸将I~ 1 [1本，'H万 1990 

「超越と事1I総 中[1<1 ・ インド ・ イスラームの!日~，;怨 1吐界.. (森秀樹と Jt綜~_r，:)大

明常 1994 

過去2年間の研究業務

「イスラームにおける契約一ー!瓜初の契約をめぐってj竹下政平:縦 rィスラーム
の思)5'[il1路 必軽量イスラーム[lf界 4J栄光教ff文化liJf究所 1995 

「イスラームと共同体 阿部~哉編 rl崎界の宗教J (1iX.i芸大学印刷!教材)欣送大

学教m辰興会 1995 
“Metempsychosis (tana.却 kh)in Mulla草刈問、 Thought，"Orien/ 30・31[Spe-

cial Issue: Sωdi田 byMembers of the Sociel)' for ;o.iear Easlern Sludies in 

japan Oedicaled 10 H.I.H. Prince Takahilo .Mikasa on lhe Occasion of 

His. E噂htiClhBirthday)， 1995 

r<版初の契約>について一一ラーズィーの注釈よりJr宗教研究J第68~?fi 
4掛303号 1995

「シーア派等諸派Jて泌 ・1よ!l毛 ・潟水編「イスラーム研究ハンドブックJ(議~

イスラームjjt界jjlJ巻)栄光教行文化研究所 1995

「イスラーム学H米教乍がわかる』剣n新制社アエラ発行当 1995 
「シーア派資料における必宗教の対泌Jr宗教研究d 第 69基金策4紛307号
1996 

「紛介『議時イスラームl吐WJJ rオリエントJ38・2 1996 
{也3点

教育活動

*j京大'字大学盟主人文科学研究科 ・人文社会系研究科 (1994・95年度).*ボ人・
学文学部 (1994年度)， ~京大'T:教~学部教袋学科(1994 年度)， J;!;u;t外I母u/{)¥. 
ヤ:外向。fl学部 (1994・95$度)，信州大学教後llf)・共通教育Jぷ程 (1994・95年度)，



立教大ヤー録数ti.!l: tl (199 5 {p(() 

.，外活動

rf4-オりエント乍会(利J.:えr:l' )エント』句集委11>.II本宗教'Y会(iI't縞ll).
II~イスラム協会(~宇治11)， 'iW(比牧宗教・文化研究所(.I'l!'Jn，;;~教史・7・ filf冗

J抗 Ilq.7.民族学1¥9物館JU，;J研究II

氏本 一jと もりもとかずお(19'1M t+: 111) 

略箆

1 <)70. 3 'b， 1992 点火 . J( ・ 'A!í~-r1!事. 1995 京大大学院人文 ・ 1Ui下~ ・ 修 I'~~

~'U:~ {. r'i)fJ: *六六マ:院人xJI~ . r-/ア文化研究 ・仰t.tl!位.i1ftt.19'16liiJ.il.!"?。
川~I *.>(fiIf助手。

研究活動の!!要

イスラーム諸H会におけるサイイド ・シャリーフ一一預‘i?iムハンマドの({>系-

j丘tIlr. ーのありん.の比鮫火的研究>í:-r.:J11o'.í!としている。修 1:み;反 r9 ー j ブ'~サ

イイドの系お統制jでは.titつに活JlI占れていなかった史料1M'!rサイイド系泊)(

laUをすtF:...系活の社会的統制の実態を解明するととらに. 10. 11 n紀tt'1に
イラン ・イラクを中心に包こったサイイド系t語学と系譜統制システムのE置な過ね

を跡つ，;t.ニ。その後.この研究の -ffiSを史料納介 F サイイド系t骨文紙jと論文

「サイイド系議学の成企lにまとめた。刻化11. モロッコのシ十 1)- 7の研究に

刺激されながら， 10，IIJlt紀のイラン ・イラク社会でのサイイドをめぐるト|会

的 ・政治的変化を明らかにしようと試みている。

過去2年間の研究費量績

サイイド系活文献 新!と科lJl1¥'Jのf{j介 r7ジ7・77'Jカ川公社会&Jf:たJ1 

1996 

サイイド系議乍のbX.:r.( I・.I・・IltfiD 系泡絞制との関わり-i-rf I心に .r~

~?l霊法J 105.7 1996 

.，外活動

史学会. 11本中W'1:会. 1'14.:イスラム協会

IX 1の活動 119 
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X 附同点洋学文献センター

lIii字文化研究頃附属¥.I.!.ir:学文献センター!ま(以ド.本文献七ン fーと81¥す). 

東洋学に関する文献・f.'/軒lのlWt:と問内外の研究おに対するれ汗1のドキ品メンテー

シaン・サービスを[J0'1と v て I%6W(11(1和4J{ド) ;二~:l:R:i されにc 以米. アシ

ア研究のためのJA-1>:fiH(q・|羽 ・制ar関係凶df，中同新聞 ・1ft込iの膨内1-1>:lJl. ア
ラビア活写本!泣11JFダイパF コレヲシ a ン」守アジ 7 ，;/1地域の米JIJ};. 担rmD の~i(

*を釘i鋭的にifい， 乙れと.I(({fして rll.W人・乍W:i下文化研究所泌1日分~1I 1録1

1995年度までにfYけ85tlIを主主える『必バマ:文献セン7ー広liJJのliJiJ・3ドキュ

メンテーション ・サービスt，1i;J)を.dLめてきた その他. lij~J' 令凶行.ttl!の l刈 .'~ftl'・1の

I1!m担1勺総員に対Lて研修を尖縫い浅s}折イ正調li.淡路l'itnmli;j，;!ヒ1'1:慌て早を
rrってt、る。
しかし近年.本文献センターのfJi鰍サービス活動に対する安司はますます多後

化しており.(11)1勾同外における7ジγ研究fiHの所伝調it. J~号チン文1~ j ~.i..!tfi 

Hの!IIJf!本fl録の作成とともに.データベース化を促進してサーピスのIII販がJ拡

充を|刈ることが求められている。従って，本文紋センタ-U:.EJlイj'の。1I:l!を強)Jに

f(fjlliすると同時に.見UY文化研究ぽ(以 f，本研究所と目指寸)がJ針iHる1T.[I.な

fi料や文献情報を11¥米るだItflJIIJしやすい形で鋭供できるよう. t.'Itu倹京システ

ムの作成と長期的l.ik引にJ主づく資料調伐をillfする必泌がある。このm..段餅と
してふ文献センタ-~;i牛:1t1f'J\:婦威厳現代， j11Il) l'; (1912-1990!F.約4jiFJ.L)の

データベース{tをrI'い. 1995 II~I笠木・にテータ入力がJ'.::r L t.:，ζのデータファ
イルlI冊子体 (nII':ふ)として 1996年度の刊行が見込まれるほか. 1 !l97年度よ

りインターネットによるJU，，1干1]111をf'定しており，そのテスト合J:lIllfiしたところ

である。以下にみ;え;献セン Fーの割以と1.lI!引をidiべる。



1，資料収集

文献センターは設立、可初jから近 ・現代q'Il~ .I~ ， 1日近代'T凶??および近現代。初鮮
関係文献の資制収集と終聞を進めており.勺研究!予IAと収の浅草書で{山機関が所綴す

るisii噴，'Y'ま. これをマイクロフィルム!こより収集している。

また 1981llo(変以米， r，'j;R..o.;1吋初"Ioに刊行された新聞 ・緩みの修司1み;煩をJIli

!tし閲覧に供している。さらに.近年Jよくアジア令域の現代社会研究が袋消さ

れているのに緩み， 1989 {lo)支から従来収集ーしてきた中間の新聞の総EIJ版のみな

らず， 7ジ7U';Jt!!械の新聞を令i図的に収集する}j量|を¥1.て，叫idii -国一紙をマイ

クロフィルムにより収集している。また.人;視コレク '/3ンとして 1987"fJfrに

アラピア語句...t>:WI皮〈ダイパーコレクション 1)を司 1995年度にその紙袋(タ

イパーコレクション 11)を購入した。

2， ドキ A メンテーション ・サービス

1) W:i下手j!:文献センター滋TiJ

11~くアジア研究のためのレファレンス 111資料 (J?誌 ・ u録 ・ 解組 ・ 索引 ・ 資料

1i;TF)を共同集し， r東洋学文献センター遊干IJJとして刊行している。 1995年度ぶ
までに;[1刊65f[t，選刊}}IJ鮒 20紙合計約輯を数えることとなった(本;'r-123 

ページ以降の既刊リスト参照〉。参与l民l，qの;必要は近年ますます叱!大しており，

引き絞き rJ'I'好伸|てJ折厳利'!il史上地契約文，I} 乾泰降文，ruの続問.ならびに
「海外所作ql[J~絵i由litlU 改定附補倣(点アジア編)J の t~J行が見込まれている。

また，パックナンパーのf皇室IJとして ri.JHII隊|導 t紛 JWC商ギルド資料~J

(1-6) て撃を決定している。なお，経~tlj節減のため， 65mからは版flIJとしてiG学
卒;で刊行する ζととなった。 rセンタ一通信Jは.本文献センターの活動幸世代.
的報サーとスにl潟する終}J耐からの健三などを小心に編集し凶内治機関に配街

している。 1995年l立までに 36~j を i刊行した。

2) *洋文化研究所磁3の臼録およびデ一世ベースの作成

本研究所は， 30 Jilfllを経える淡鎖、並びに現代'j1[吋1?を所必しており， i1ilaに

ついては， r点点大学東洋文化研究所ilrilin分紙[]録J(本文編 1973"下，索引13
1975年. iditiT合11日緒EIJ版 1981'<i'.. filì訂合 1m縮印~m2 鰯1J 1996 "1:)を刊行し.

また.Call1logut of lhe Arabic Manu$critl$ in lhe Daiber Collecliolら In.sliluleof 

X 鮒k411!i草学文献センター 121 
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ornntal Culturt. (;ni聞の ofTo，切 ~ !，lυ，l人;学東洋文化研究蜘折必アラビ7 5hη

本(ダイパ ・コレクション)IIUl (1988) を刊行した。 mf~IIIII~ '， I :. について

は. 199011・1止までに受け入れた約4J)}.'H:データベース化し. 1996 1J'1支にli'，[!

下ふ.'!Uバ文化研究ポ現代'I'I"，H'; 分mtlU ・ >t~']IJの刊行をFえ:しているーまた.

入力データの 郎をインター不 ツ トによりや1mするテスト~ 1995 年度より閲~ì

Lt:こ。

3. i'.xiln怖}'JI{l(J1!.'H1iおよひ(I'JUlwrr(1 ::~，'J 1'1' 

1980 11"広から1tj~ド淡穏f'é.F11WOI研修を実施している。 治人・・γ ・ 公 1'[ 凶山空白の

淡ß~JII!lI!叫1磁uc二対して，泌:ãlどだ刊の拘陶.にわたる側別uí導を行い.淡l<1f佐

野ーの専門知11設と伎能の向上をめt!すむので. 1995 年f支までに60!1関91名の受

講者があ m た ど:tll."l¥I済tf，l'Jftli.研修受r.:tii1'が受議後そのf折J，JiI刻JI釘iの漢指紋JII!

作業をffう際. '~ト請により J主復する!杉で 1) ンクしており. 1990 年度以米.広[.~

大乍附以似J.'Hti・"f，折必!析波文1，10:の，.l'J-(t.11 urJ;(稿作成放ひ~糸('j11J;1 f>~作成を援助した。

広島火山{:鮒踊凶作ftl11こおいては. この剥iiを}正日産lこ厳.'}，liH:句集中である。

4. r.U語iYBEtsitu本化

ノド研究所の淡111司の中には'ぷ11J4>:. 1リ1I'Jふ ・朝鮮刊本等のl'J:'ITI ;11 ~が多数合まれて

いる ω このため.7:内外のみならず. iflj外からも多数の利111tiかあり.凶JTの弘i

ff;む少なく f..l 、。 t'ttn~H主.文化財としても緊急に保令!lt0Ciを取る必安￡迫られ

ていたが. 1989年度から fJi.が配勺3れ松本ftを開始した。 199111'1.支-199511'

~Iま.研究折所磁波殺のm幹をなす大木文wを中心に尖~.!lし. 1995!fI.支までに

307点の怯本をf'l成した。 It!!Ji.;/i lI!U刻からの後'与依時'ilむ!:i'/}JlIしており.利JTJの

彼氏とh試み;の似令のため引き続き~ふ化を行う。

5.令[必;(tI;.w報センタ一文献.w純Htf住セミナー

全国文似 .t，'J判iセンターは:;センターが収集してきた資料川知を広く研究お

にi.!.l供するため 1995年 11}]-12JJに31"1の共催セミナーふIJIHll¥した。本文献

センターはめI1111令l"l文献 .t，'i判iセン7一文献 ・悩鰍JI，{!!'セミ寸ー{点アジ7文

献fr'i憾の ~W: と WIW桧)の l世.IM11地てあーた



b. 今後の11正望

ふJ(献センターはや !M文化研究'frの令I(ri((.g; 協力を似て7'/7研究の~~t対

t'~ および 11 録*""~・I~1:・を:Ut'lltし，的研究機関 .!iJf究t;のJt[.杯IJ川に似するとと

もに.x.献f折4笠J~ftをもli り飽く舗i;絞し，アジア研究資料のネ γ トワー夕刊:りをtfI

.ilLしたtυH体的に(i. .f!UEれ 1&I J Iの~f~Ij 'Jlij ，l~データベースをた字JIIJ;(.ットワー

クシステムによって公開寸・る。 i也)j・本研究r.frfまI吋際欠主任決<t.ちのj長似Jをnてf号
沿Ji?との協定になづき.丹治にi1，j外研究lJ.lt!!を!1iliした ふ文献セ/9 -tiζ 

の研究活地をJ毎タトにおけるわï~W!l!の拠点として.子寺港. 111[司. シンガポール'"!f

の研究機関の磁;rrJt4ít~íiいたい。

!~iJ;U，"ì"・1Ii i'F文化研究祈MtH;?文似センタ-~刊i挺刊一覧い(t11ι し，

-あ l制点i字文化研究所J.!.!iY'乍文献セン?一 新l以l><lmIU (I~j 干1141 11':1(1:) 

1968 

・;)12 紛泊代地ゐiØ1Ji'm~ (う 1968

・ワ13紛泊代地JilJllfi科別(:) ゆ68

・:;;'l4総周錫r.-訳論J(・刷U..I批判J(献1]録 1969
・守13 悩 fi!li主犬fiil 1969 

・i:ii6tl1 東洋文化研究場Mti下'y-文献セン 7一 重野以閥的IJ総(O{!f:142・43W

I史J 1970 

'm 7紛 ';VJ鮮研究文献IItk '111 j'm:.l ( 1:) 1970 
.m 8 W M!手研究文rliklltk 'lt1 ilIH，~ (111) 1970 

. '1I 9 flt 申Ul鮮研究文献!IU 'It1i:守口(ド〉 1970 

'i:ii 10悩 1'=)に剣文献IIU 1970 

.~n 1 J鮒 !月刊jλ;准1町内:~i，i i.! IIU 1970 

'11 12紛 紛鮮研究文献rJ録 m1Nir.l・打ir.l'i名糸・';1 1970 

-ヨi13 fll 約迅全lltt~~~~I;; 1971 

-第14flt 1930年代小川JZZ絡芯(・) 1971 

.w I~flt WI鮮研究文献IIl，H命;え ・ ぷjHr.~ (J) 1972 

'~ì 16W '1\1111"研究文献IIU，;治文 ・ ，1~N..l (n) 1972 

-第 17W 例鮮研究文献I I ~J，\命久 ・ ，;~ 'FÎ.~ (m) 1972 

• ~1 18 W fJlli工夫資料~fJ.irt ( 1:) 1973 

. ¥li 19 紛切紛残n;~高4>-hJj J[ 1973 

x "r謡史il7.:c.. tセン 9- 123 
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-第20tu IIU't 1973 

ヨ~:1Itu itU:J~徐';1 1974 

m 22 tll 1.必述J::fimn迎 〈ド) 1974 

-ワ123 制L:JIIII腕時 J"鉛北京1:陶ギルド資~ll.l (う 197:> 

;:n 24 tll i L内t1:[>(J('(:運動資料!朱 19i6 

l・;:n25 tu 1. Jt.IJIJ1t.ItlI:W J仁氏Ct8jギルド資料集 (._> 19i6 

ワ1:l6 til 1((崎以米人名サ:I ;'jJIJr.k.;j 1977 

m 27tll n .Jt ".じ年七 ・)L~ ヒ年 ! J ;j.:製作短期l~;本中国雄二時éjJ~総r1 ( ") 

1978 

m 28 til I.JI川Pt.悶 1:紛 ltJ;( r:尚ギルド資料~ (ミ) 1978 

m29W 小川I..!}~ぇ;ニJ1~1~命における謝訳 ・ 引用文畝Ll録 1978 

第30W 1. .JIIIWH引・紛 ltJ;( J:尚ギルドfi料:!l(問) 1979 

首)31鮒儀礼耐L炊11 (1:) 1979 

め32~I {iHLd縫う文化 (卜) 1979 

i.li 33 ~I 1. .JIIIWIIヴ1W Jt以1:肉ギルド資料:!l¥(u) 1980 

m 34 tJ.I小~!lJ J似(19201931)総I.l鉛 1960

m:H制 コミンテルン正月i刊行物 IIJ(首関係命説 ・ ';é'J~泳';1 1981 

司¥36制作込五c.ll!i'i.tk'll 1981 

お37W 1"1 九 :じ年七 九 :じ年 fI本現存短期待本11'同a:t記'I'~U ( :) 

1981 

m 38 trt n "九 : 仁保守~ ")L .ヒ年 uノ広務{f.短期松本:1111道ti~t:dl~!J~総rt (ェJ

1983 

m 39tH l..Jt mw，岬 I:W 北京工絢ギルド資料~シマ 1983 

・m40 W IUiT'文化研究所所政 " ，[副 1:地文民n録 ・解必 (1二) 1983 
耳141m n .九 二日l二五 ・九 ・七年 L1メド現t子短期1・4ノt>:11.rk)~量.u~k!'I'総(1 (例)

1983 

守~42 t.n 校f寺本火滋丸?己令;'i' U 1984 
第43tl.I rtM¥.地紙t".(KoIoniaal TlJdschriJt)所以論文['IU 1984 

守¥4+制 伐のノドノ〈拙丸ie-?-.'i("，) 1985 

m45制I ; fIJ4'KIズ事r.色仏側資本1m 1985 

i.li .16 t.LI 本と11llUオi'}I 1985 

すH7 t.L1校(';本λl!.B丸lé~ ，': (ト) 1986 

・寄¥48 ~I 米汀文化研究祈州政 tf'll~ l:l注文JJ目録・解説{ド) 1<)66 

・>1149制I:itm.7 hfr+JI 腐敗:;~trn契娘公録 UJ 1967 



ii'l ')() m it 1全期誌索引 1987 

賞;~lm tj，翠人民Jttllr!II・伺t.m1. 1:級人民i!..f1Jl量殺官民{J:JJ 1987 
窃)52 tn 悦同政治エ)-'"研究官iil I創立とB品位;， 1987 

W 53 til n -}L : L:ltセ・九.仁lf' [f本.gW~.i納得-1>:1J'1羽lfJ~~~ìi2 1 J ~総11 (Ii.) 

1988 

・守~~紛 汗古川草ト川tIl f(oC'!.I.l万;紙切W!Ui止(ド) 1988 

!1i55W 両紙担、J\. 11~側、'r. !If願文)~i';1 /、制~:'ir~lt~;~教 ・ 足.tt!.l?i科 1988 

苛156紛 t'I -}L -.じll:七・九:七年 FI本製作ii_.l J!Il :Sみ;【1'1科維U~己申総tl (人}

1988 

mぅ7転1 fぶi幸夫tiH総1I紛附!I'~~ (L) 1989 

安B8tIl n ・:lL:仁年十 4九:じil: 11 ~.製作短期恕~ll'l吋程二創出I笹川(じ)

1989 

苛i59 W I必.if)¥:資料総11以附![:&:'I(ド) 1990 

:;j) 60制 IlltJIi ~~f~ ~;-資料。t}lllJÎ::t (・) 1990 

気i61tiJ ti-九二ヒ!r:十.・九二L:it: 11-1>:製作骨J矧・み'本'1
"
付制f~t.iL! ' J(総11(八)

1990 

守162 tll n -)L "しll:全・九二じ!I [1本製作短期本}，，:Q 11叫~fW，~己・Jf総11 ()L) 

1991 

ii'l63紛 [l一九:し年七司九:じ{Iユ E 1 -1>:製作短期待4-tJll吋m誌dt!'H総fI収服
?t足i名ム・';1 1992 

な164鮒 .ih:i:定日記(1'119+0"1二8Jい11iミ19+8年2fJ 18 11) 1993 

お65制} 弁書fr.'lh折雇通 ，fij 11 81.びI:JtlJ~辺f，J .>t;'! ~iZぷF華文刀 (1) ~~JiIIIJ也|ベ 1: 

地契約x: .t~ 1995 

• j)11転JI 東京大争点i下文化研1E川j焚m分JJiIIU(，'}れ ・人r，;;H'il)・.，l/ru人ヴ・
人文科'下研究新技lM}tJíWJ(1 ・γ ・ 入手~ÌlJÍ検)合併問 111 ，._匂検'{"J，日

1975 

.llIJWヨ 治外丙(f.'III~絵I'MIU (γ メ):力 ・カナダ主D 1977 

• ))IJtll 3 海外，iT(tll l(i~.土内， 11U (1，J!iHアジア ・ヨーロ yパ勾) 1981 

・jJIJ紛+ H -1>:11庁(J:lllltiJ絵l申illU(.'f院純) 1982 

I)IJW 5 LABRA:'\G 十i次℃の，~~J't村1;'; 1982 

• JJIJ制16 ().tt:所イI:tlll!iJ絵I，IIiI 1 i-A (io.?物側同) 1982 
・I)IJ似17 ()本所(1，'11[1<1絵I，IIiIIU (ffo¥1人必m制) 1983 
日IJtiJ8 "Jr!iJ経済関係終必4・H総[IU(・) r中外経済1，'，1刊H従姉、I'JlfiJJ

x JHI411!l't?';O;l.セン9- 125 
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fI:俗、I'H刊J 1983 

司IJf1l9 rIii査官民糸・.J1(上) 19S4 

~)IJ紛 10 ili気I~寺・ぷi;1 ( ド) 19S4 

})IJttt 11 中IIiI経済関係れ1~~Ji!'Ji総IltA{ご〉一-nl~際貿弘呼官官・ 1985 

~) IJ tll I 2 巾l吋終済関係純ItJ.;，îi! ' J I~~I I $J (そ) r巾行Hf1JJ 1985 

日IJ紛 13 r内務行政維.:L:J州以必文 ・記事11録 (A Cata1ogut. of the article. 

in Tijdshrift岬 rhtt 8inntlandsch 8ttUUT) 1983 

日11総 14 t.Jl[吋経済関係修U..Ji! 'I~*l JtA (pq) nHii~抑J (1:) 1987 

})IJ鮒 13 {手fkril詞『絞il;盟¥'JJ'{・u..iill覧 IlJl'!ii1t封 1::文-f:資料 1988 

)JIJ紛 16 中国経済関係mu:~己・11総rlu ([i) r鍛ii週銀J(ト) 1989 

• }]IJ紛17i毎外所従Ifllj;j絵111JJ1U.k改訂I合住lj阪(ヨーロ '1 .:句、 1992 

・1)11鮒 18 海外ffr<f.'I'(司絵11hiI:JU 改.nmM版(アメリカ ・カナダt.l] 1. ..f>. 

J主制) 1994 

'lJl)相19 話連外所イf.tJ '1 JiI絵111111:(iA 改，irWIM版(アメリカ ・カナダ制 ド * 
引紛) 1994 

日1)紛20 r阪:':偶Ji!JIE紛糾{';OHlJif LI録 1995 

波符所生:J!ji宝報告S

1. 長崎大学附lJl凶行合14fijγ'{:[lß分創ÎIðU通分綴目録 ・ 熊本k~'I:附k1Il刈~I ~館治合

J之内決策h分t'H($J 1974 

2 新潟県以新潟l究1，'ト釘i泌総合}紅IlIU・新発Ulrti \Ì.ぷl J?釘(r):jlã~H(I LlU 1982 

3. 愛媛大?:附凶1><1，':nf!rjHlIll $J・1}名人名殺引 19S4・1985

Calalogue of Ihe A日b町、lanu、criphin Ihe Oaiber Col1ecI;on. In，tilllle of 
Orieolal Cuhu陀 Ullln-"I(~ of Tokvo. by出 nsOa伽[~!I;(人小石洋文

化研究祈所必アラピ711:'五本(ダイバー ・コレクシ aン) 11録~ 1988 
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